
―  特 集 ―   エンディングノートを知っていますか？

身近な風景自慢
フォトコンテスト作品募集

菊池人
高本梨花さん
大迫力の白龍神輿と1.5尺玉
きくち夏まつり
しすい孔子公園夏まつり
大事な投票を忘れずに
第25回参議院議員通常選挙
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制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp
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物
持
ち
は
い
い
ほ
う
で
す　
今
林

▼
広
報
の
表
彰
式
で
北
九
州
市

へ
。
昼
食
は
焼
き
う
ど
ん
発
祥
の

店
「
だ
る
ま
堂
」
に
行
き
ま
し
た
。

昭
和
20
年
創
業
の
レ
ト
ロ
な
店
内
。

貫
禄
の
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一

人
で
切
り
盛
り
し
て
お
り
、
味
・

お
も
て
な
し
と
も
に
忘
れ
ら
れ
な

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
北
九
州
市
に
行
っ
た
際
に
は
寄

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
三
代

▼
旅
先
で
集
め
た
無
数
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。
自
称
「
展
示
会
が
で
き

る
レ
ベ
ル
の
宝
」
で
す
が
、
他
人

が
見
た
ら
た
だ
の
可
燃
ご
み
。
自

分
の
身
に
何
か
起
き
た
ら
、
き
っ

と
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
散
逸
し
な
い
よ
う
に
、
そ

し
て
人
を
困
惑
さ
せ
な
い
た
め
に
。

保
存
先
を
含
め
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
付
け
て
み
ま
す
。
伊
藤

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。市ホームページ
イベントカレンダー

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
6/30 ７/１ ２

◆「菊池渓谷を愛する
仲間たち」写真展�　
９：００～１７：００ ～14日
カフェギャラリーチム
チム

３
●３歳児健診 
13：10～13：30（受付)
菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

４
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家

５ ６
●中央おはなし会
10：30～ 菊中図
●おはなし講座⑰
1７：00～ 泗　図

７ ８
●育児相談 
9：30～10：30 西部セ

９
■年金出張相談　
10：０0～15：30

（要予約） 菊市所
健康推進課
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
◆マリンバコンサート 
1８：0０～ 菊中図

１０
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七多セ 総務課
■行政相談
10：00～正午 七多セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

１１
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

１２
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公

１３
◆社会を明るくする
運動菊池市集会
9:30～12：00 菊文館
●おはなしのもり
10：30～ 菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～ 泗　図

１４ 1５ 1６
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

1７
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30( 要予
約 ）菊市所   男女共同
参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

1８
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30
児童セ

1９
◆日本遺産認定記念 
菊池川二千年の歴史
菊池一族の戦いと信仰
⑲9：30～17：15 ～9
月1日　熊本県立美術
館

２０
◆第15回菊池市人権・
同和教育研究大会
9：00～15：30 菊文館
●資料受け入れ日
9：00～17：００ 菊中図
●ボランティアおはな
し会 10：30～菊中図
●七城おはなし会×
ワークショップ
11：０0～ 七　図
●古典を楽しむ会
14：00～ 泗　図
●英語おはなし会
14：30～ 菊中図

◆正観寺地蔵祭り�
17：30～20：0０ 正観
寺地蔵堂
◆やながわ夏まつり
� １８：００～ 九州柳河
精機㈱グラウンド
◆スーパー耐久レー
スinオートポリス�
～21日 オートポリス

２１
◆第25回参議院議
員通常選挙⑨ 
７：00～19：００
◆苔玉づくり
10：30～11：30
泗　図
◆住吉日吉神社祭
り・雨乞太鼓⑩
住吉日吉神社

２２
●育児教室 
9：30～10：30（受付 ) 
西部セ

２３
■年金出張相談　
10：０0～15：30

（要予約） 菊市所
健康推進課
●毎日おはなし会⑰
11：00～11：30 
～8月25日（休館日除
く） 泗　図
■もの忘れ相談会�
13：30～1６：00（要予約）
菊市所 高齢支援課
◆菊池市童話発表会 
13：３０～17：10菊文館

２４
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所 総務課
■行政相談
10：00～正午 泗支所
●赤ちゃんおはなし会
1０：３0～ 菊中図
●３歳児健診
13：10～13：30（受付)
菊文館
■認知症介護家族の
つどい�
13：30～15：30 菊老福
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

2５
●２歳６カ月児歯科健
診 13：10～13：30（受
付) 菊文館
■納税相談夜間窓口�
～３１日　～20：00
菊市所 

2６
●おはなしの部屋
11：00～ 泗　図

2７
●おはなしのもり
10：30～ 菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～ 泗　図
◆熱中症予防講座⑰
1１：1０～（子ども向け）
１４：００～（高齢者向け）
菊中図

2８
◆竜門ダムフェスタ
�1０：00～１６：００
斑蛇口湖一帯
●おたのしみ会
14：00～ 泗　図

2９
◆未就学児のための
すくすく講座�
10：30～11：30
児童セ

３０ ３１
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ ～
２０：００ 菊市所  市民課

８/１
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
◆きくち楽習大学�
9：00～菊市所 

８/２
◆菊池市子ども議会 
９：００～１２：００ 菊市所  
●司書体験⑰
14：00～菊中図

８/３
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち



今月の表紙
　福本一区の水田で6月2日
に開催された「第3回どろん
こ体育大会」。地域を盛り上
げようという思いから、住民
主導で企画しています。親
子そり引きやビーチフラッグ、
リレーなどが行われ、大人も
子どもも関係なく、泥まみれ
になりながら見せる素敵な
笑顔。地域が大きく盛り上が
りました。

Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人　高本梨花さん

４
特集 エンディングノートを知っていますか？
終活を考えるー

8 きくち夏まつり／しすい孔子公園夏まつり
9 第25回参議院議員通常選挙

10
11

シリーズ日本遺産
第5回「身近な風景自慢」フォトコンテスト 作品募集！ 

12 健康だより 予防が大切！防ごう、熱中症 /歯ッピーキッズ
13 国民年金情報 /健康増進法が改正されました　

1４
1５

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

1６
1７

文芸きくち
KiCROSSだより

１８

１９

人権・同和教育シリーズ／韓国発見シリーズ　こんにちは
金です
桜色の合戦図 - 菊池武光の軌跡 - ／わいふ一番館／菊池
観光交流館

2０

～

２7

情報つう
▼お知らせ　新しい保険証を送ります/自死遺族グループミーティ
ングに参加しませんか/廃棄物の屋外焼却は禁止されています/ミ
ツバチへの農薬危害防止/国道３号（四方寄南交差点） 通行止めを
行います/オオキンケイギクは特定外来生物です/狩猟免許取得者
へ補助を行っています/マイナンバーカードの手続きをサポートし
ます/7月の「税」の納期限7月31日㈬/あいのりタクシーの予約受
付時間を延長します/七城リバーサイドパーク南プールオープン/
菊池市に聖火リレーがやってきます/介護予防ミニ講座/国民健康
保険税/不法投棄は犯罪です
▼募集　消防整備士試験/菊池市プレミアム付商品券参加店舗募
集/戦没者遺児による慰霊友好親善事業参加者募集/職業訓練コー
ス/ 菊池川キッズ探検隊参加者募集 / 菊池市米飯官能鑑定士養成
講座受講生募集/「いきいき養生塾～血糖・脂質改善セミナー～」参
加者募集 / 第15回夫婦の手紙・絵手紙作品募集 / 市有財産（土地）
を公売します/ 政府主催慰霊巡拝の実施予定 / 菊池広域連合消防
本部職員採用試験/「いきいき健康吹き矢」参加者募集/第20回菊
池ふれあいレガッタ大会参加者募集/菊池市職員採用試験/鹿本医
師会看護学校オープンスクール参加者募集/きくち楽習大学「日本
遺産と金栗四三を学ぶ」/韓国友好都市への市民交流団員を募集し
ます/「みどり香るまちづくり」企画コンテスト参加者募集
▼相談・講演講習　男女共同参画専門委員相談 /もの忘れ相談
会/オストメイト医療相談会/認知症介護家族のつどい/納税相談
夜間窓口を開設します※各支所では開設しません/定期救命講習（普
通・上級）
▼イベント　演劇「ちひろ-私、絵と結婚するの」公演/未就学児の
ためのすくすく講座/水の日記念シンポジウム/スーパー耐久レース

ｉｎオートポリス開催/演劇「めにみえない みみにしたい」公演/スジ
エビ釣り体験開催/竜門ダムフェスタ

２８

29

地域おこし協力隊通信
菊池まるごと市場加工場が完成しました！
市民の広場

３０
３１

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

3２ TOPICS～まちの話題～
３４ 市長からのメッセージ／休日在宅当番医
35 ハッピーバースデー /「赤ちゃんの駅」登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

５月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,751 人 －25
　 菊池：24,238 人 －5
　 七城： 5,308 人 －10
　 旭志： 4,468 人 －20
　 泗水：14,737 人 10
男　性：23,361 人 －9
女　性：25,390 人 －16
世　帯： 19,317 世帯 15

年齢別人口 
0～14歳 6,397 人 13%
15～64歳 26,500 人 54%
65歳以上 15,854 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：37 転  入：107
死  亡：49 転  出：125

【問い合わせ先】
市長公室広報交流係  ☎0968（25）72５２

2019年全国広報コンクール
広報きくちが８年連続で全国表彰
　2019年全国広報コンクール（日本広報協会主催）
の総合審査会が4月15日にあり、「広報きくち」が広
報紙（市部）で入選しました。全国広報コンクールで
の受賞は8年連続。このコンクールは、地方自治体
の広報活動の向上に寄与することを目的に優秀作
品を表彰するもので、昭和39年から実施されてい
ます。この受賞を励みに、これからも市民の皆さん
に親しまれる広報紙づくりに努めていきます。

広報紙（市部）で入選した
平成30年12月号

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

ＩＴ×人で
菊池の魅力を発信

71

Profile　たかもと・りか
平成９年10月11日生まれ。観光客が地域住民に会い
に行くシステムを運営する株式会社Ktionを設立。社
名は「継承」と「connection」から。趣味は登山やキャ
ンプ、合唱、バトミントン、キャッチボール。特技は議
事録を正確に速く取ること。上赤星区出身。21歳。

ローカリップとは　ホスト登録した住民は料理や農業
体験、観光案内など得意分野を観光客に提供。人に
会いに行くことや、特色ある体験を主な目的としたロー
カルな旅を、インターネット上で提供するサービスです。

Ktion代表

高本 梨花さん
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「
菊
池
の
人
や
土
地
が
持
つ
自
然
な
姿
に
、

ゲ
ス
ト
が
ふ
れ
あ
う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。
菊
池
と
外
の
世
界
を
つ
な
ぎ
、
地
元
の

魅
力
を
広
め
た
い
」。
住
民
と
観
光
客
を
つ

な
ぐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
ロ
ー
カ

リ
ッ
プ
」
を
６
月
に
始
動
。
ホ
ス
ト
に
登
録

す
る
市
民
を
募
ろ
う
と
、
説
明
会
の
開
催
や

ネ
ッ
ト
発
信
な
ど
地
道
に
活
動
し
て
い
る
。

　

菊
池
南
中
を
卒
業
後
、
親
元
を
離
れ
八
代

農
業
高
校
泉
分
校
へ
入
学
。
幼
少
期
か
ら
自

然
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
よ
り

シ
カ
が
多
い
山
間
地
で
自
然
の
大
切
さ
と
厳

し
さ
を
学
ん
だ
。「
放
課
後
は
友
達
と
川
に

飛
び
込
ん
で
遊
び
ま
し
た
。
自
然
と
共
生
す

る
喜
び
や
難
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
た
。

　

林
業
を
学
ぼ
う
と
鹿
児
島
大
学
農
学
部
へ

進
学
。
そ
の
直
後
、
熊
本
地
震
が
発
生
し

た
。「
熊
本
に
恩
返
し
が
し
た
く
て
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
人
生
観

が
変
わ
り
ま
し
た
」。
人
の
優
し
さ
や
土
地

の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
考
え
、
学
生
と
地
域

の
人
を
つ
な
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流

を
提
供
す
る
団
体
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」
を

設
立
。
主
に
阿
蘇
周
辺
の
地
域
で
、
こ
れ
ま

で
約
１
７
０
人
の
学
生
が
住
民
と
交
流
し
な

が
ら
復
興
支
援
を
行
っ
た
。「
関
わ
り
の
無

い
人
同
士
で
も
、
つ
な
が
る
と
思
わ
ぬ
化
学

反
応
が
起
き
る
。
地
域
の
人
と
深
く
関
わ
る

こ
と
で
自
身
の
成
長
に
気
づ
き
、
人
生
が
変

わ
っ
た
と
言
う
学
生
も
い
ま
し
た
」

　

現
在
は
ロ
ー
カ
リ
ッ
プ
普
及
の
た
め
に
鹿

児
島
と
菊
池
を
往
復
す
る
。「
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
化
学
反
応
が
起
き
る
の
か
、
と
て
も
楽

し
み
で
す
」

1_ローカリップは市のまちづくり人財育成講座「フューチャーラボKIKUCHI」の受講を経て考案。初回
説明会には約40人が参加した 2_合唱団に所属。「楽譜をもとに作曲者の意図を引き出す。楽しくて一
生やめられません」 3_九州の学生が対象の起業支援イベントでローカリップを紹介。２つの賞を受賞
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― 
特 

集 

―  
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
央
公
民
館 

☎
０
９
６
８（
25
）１
６
７
２

高
齢
支
援
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
６

近
年
、に
わ
か
に
注
目
を
集
め

る
「
終
活
」。
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
る
も
の
の
、具
体
的

に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
終
活
」
を
正
し
く
理
解
し
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
に

は
―
。
本
市
の
新
た
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

キーワード

■ 終活 ■ エンディングノート
「自らの人生の終わりに向
けた活動」を省略した言葉。
葬儀や墓、遺言、財産相続、
身の回りの生前整理などを
行うことで、「今」をよりよく
生きることにつなげる活動
です。

人生の終わりを見据え、大
切なことや、いなくなった後
の手続きなどを書き留める
ノート。遺言書と違い法的
根拠はありませんが、残さ
れた家族が困らないように
する役割もあります。

民生委員・児童委員  右
みぎ

田
た

美
み

喜
き

江
え

さん（富出分）

美喜江さんのエンディング
ノートは、簡単に手に入る市
販の物を使用。「特別な準備
をする必要はありません。身
近なもので終活はできます」

民生委員として活動している右
み ぎ

田
た

美
み

喜
き

江
え

さん（富出
分）は、家族のためにエンディングノートを準備して
います。なぜ、書いたのか―。その思いを聞きました。

元
気
な
う
ち
に
書
き
た
く
て

　
「
自
分
に
も
し
も
の
こ
と
が

起
き
た
時
を
考
え
て
、
ノ
ー
ト

に
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
右み

ぎ

田た

美み

喜き

江え

さ
ん
。

知
人
の
連
絡
先
、
地
域
の
こ
と
、

自
分
の
経
歴
。
仮
に
自
分
が
亡

く
な
っ
た
際
、
残
さ
れ
た
人
が

ど
う
動
け
ば
よ
い
か
を
書
い
た

一
冊
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。「
連
絡
し

て
ほ
し
い
人
の
一
覧
は
も
ち
ろ

ん
、
お
寺
や
葬
式
の
準
備
方
法
、

高
齢
に
な
っ
た
義
理
の
母
の
看

取
り
か
た
に
つ
い
て
も
書
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
年
間
行

事
や
取
り
決
め
な
ど
、
生
き
て

い
く
上
で
必
要
な
情
報
も
ま
と

め
て
あ
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
家

族
に
負
担
を
か
け
た
く
な
く

て
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
美
喜
江
さ
ん
の
夫
・
宗む

ね

久ひ
さ

さ

ん
は
平
成
16
年
に
病
気
で
他
界
。

ま
た
、
平
成
19
年
か
ら
民
生
委

員
を
務
め
、
地
域
を
ま
わ
る
中

で
多
く
の
死
と
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
相
続
や
、
死
後
の
手
続

き
。
家
族
が
苦
労
す
る
姿
も
数

多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　
「
夫
の
死
や
民
生
委
員
の
経

験
を
経
て
、
突
然
自
分
に
何
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
が
倒
れ
た
ら
、

残
さ
れ
た
人
は
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
途
方
に
暮
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
地
域
や
自
分
、
家

族
の
こ
と
。
正
し
く
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
元
気
な
う
ち
に
記
録

を
付
け
よ
う
と
」

コ
ツ
は
楽
し
む
こ
と

　
平
成
28
年
１
月
に
始
め
た
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
。
下
書
き

に
３
カ
月
を
費
や
し
、
４
月
に

書
き
上
げ
ま
し
た
。「
自
分
の

最
後
を
見
据
え
た
ノ
ー
ト
。
で

も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
振
り
返

り
に
も
つ
な
が
る
し
、
再
発
見

も
あ
っ
た
。
書
い
て
い
て
楽
し

か
っ
た
で
す
」。
美
喜
江
さ
ん

は
一
気
に
書
か
ず
、
少
し
ず
つ

下
書
き
す
る
こ
と
で
、
よ
り
考

え
を
整
理
で
き
た
と
明
か
し
ま

す
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
余

白
を
設
け
た
ほ
か
、
空
ペ
ー
ジ

も
作
成
。
い
つ
で
も
加
筆
で
き

る
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
死

ぬ
前
の
準
備
で
は
な
く
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
が
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
た
め
の
も
の
で

す
。
大
事
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
自
身
の
た
め
に
も
―
。
美

喜
江
さ
ん
は
知
人
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
を
勧
め
て

い
ま
す
。「
書
い
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
か
な
、
と
い
う
意
識

だ
け
で
も
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
に
、
若
い
人
も
書
く
意
味
は

あ
り
ま
す
。
い
つ
、
万
が
一
の

こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
、

人
生
は
本
当
に
わ
か
り
ま
せ
ん

か
ら
」
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好きなページを選び、気軽に
ゆっくりと楽しみながら、自分
の想いを書きましょう。

写真を貼ったり、資料をはさんだり、
書き方は自由。定期的に振り返り、
状況に応じて修正できます。何度
書き直しても大丈夫ですが、更新
日を忘れずに記入しましょう。

●自分自身について
●家族や友人について
●医療や介護について
●葬儀や墓について
●財産や相続について
●遺品について
●遺言について
●大切な人へのメッセージ など

主な内容

徐々に広がりを見せる「終活」。
取り組みや重要な点について、専門家に話を聞きました。

終活講座に参加することで理解が深まり、助け合える仲間
に出会えるかもしれません。人生を生き抜いて逝くネットワー
クづくりを進めます。

（一社）あなたの
駆け込み寺理事

森
もり

　輝
てる

和
かず

さん
（熊本市）

県
内
で
も
始
ま
る「
終
活
」

　
県
内
で
は
宇
城
市
が
平
成
27

年
か
ら
終
活
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
講
師
を
務
め
る
の
は

（
一
社
）
あ
な
た
の
駆
け
込
み

寺
で
代
表
理
事
を
務
め
る
糸い

と

山や
ま

公こ
う

照し
ょ
う

さ
ん
と
理
事
の
森も

り

輝て
る

和か
ず

さ

ん
。
光
照
寺
の
副
住
職
で
も
あ

る
糸
山
さ
ん
は
「
大
切
な
人
が

亡
く
な
っ
た
後
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

相
談
が
多
く
あ
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。「
悩
み
苦
し
ん
で

い
る
人
と
、
そ
れ
を
支
え
て
く

れ
る
人
々
と
の“
こ
こ
ろ
の
絆
”

を
つ
な
ぐ
、
出
会
い
の
場
が
必

要
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た
糸

山
さ
ん
は
（
一
社
）
あ
な
た
の

駆
け
込
み
寺
を
設
立
。
困
っ
て

い
る
人
と
専
門
家
を
つ
な
い
だ

り
、
終
活
を
広
め
た
り
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
終
活

は
、
単
に
老
後
を
生
き
抜
く
た

め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

自
分
を
見
つ
め
な
お
す

機
会
に

　
「
い
つ
か
必
ず
来
る
『
死
』

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
れ

ば
と
思
い
、
講
座
を
開
い
て
い

ま
す
」
と
糸
山
さ
ん
。『
死
』

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
生
き
て

い
る
と
い
う
『
生
』
が
輝
く
と

説
明
し
ま
す
。

　
「
終
活
は
自
分
を
見
つ
め
直

す
い
い
機
会
。
自
分
ら
し
く
人

生
を
生
き
抜
い
て
逝
く
た
め
に
、

講
座
で
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
す
る
意
味
や
利
点
を

伝
え
、
よ
り
豊
か
な
心
で
生
活

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
」　　

ゆ
っ
く
り
、楽
し
み
な
が
ら

　
「
難
し
く
考
え
ず
に
、
ゆ
っ

く
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
書
く

こ
と
が
大
切
で
す
ね
」。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
実
践
的
な

書
き
方
に
つ
い
て
講
演
す
る
森

さ
ん
。「
コ
ツ
は
好
き
な
ペ
ー

ジ
か
ら
気
軽
に
書
き
始
め
る
こ

と
。
そ
し
て
、
書
く
と
き
は
深

刻
で
は
な
く
真
剣
に
。
ノ
ー
ト

は
何
度
書
き
直
し
て
も
大
丈
夫

で
す
。
家
族
と
一
緒
に
相
談
し

な
が
ら
書
く
こ
と
も
勧
め
て
い

ま
す
」

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
大

切
な
こ
と
は
、
ノ
ー
ト
の
存
在

を
誰
か
に
伝
え
る
こ
と
。
ノ
ー

ト
は
書
い
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

自
分
の
意
思
を
周
囲
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
残
す
も
の
で
す
。

森
さ
ん
は
「
信
頼
で
き
る
人
に

保
管
場
所
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

仏
壇
に
保
管
す
る
の
も
い
い
で

す
ね
。
大
切
な
人
に
自
分
の
想

い
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

市
も
ノ
ー
ト
の
作
成
に
着
手

　
高
齢
者
の
訪
問
活
動
を
行
う

市
高
齢
支
援
課
も
、
終
活
の
浸

透
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

の
山や

ま

口ぐ
ち

真ま

琴こ
と

参
事
は
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活

す
る
た
め
に
、
本
人
の
意
思
表

示
が
あ
れ
ば
、
と
歯
が
ゆ
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
支
援

課
で
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
し
、
こ
れ
か
ら
活
用
を

勧
め
て
い
く
予
定
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
今
を
楽
し
く
生
き
る

た
め
に
―
。
終
活
を
普
及
す
る

準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
。

（一社）あなたの
駆け込み寺代表理事

糸
いと

山
やま

公
こう

照
しょう

さん
（宇城市）

と　 き
と こ ろ

対　 象

内　 容

定　 員
申込方法

申し込み・問い合わせ先

８月28日㈬ 午後１時３０分～４時
菊池市文化会館 小ホール

市内在住・在勤で終活に関心がある人

第１部：午後１時40分～
［演題］人生を生き抜くために   ［講師］糸山公照さん 
第２部：午後２時５0分～

［演題］エンディングノートの活用法   ［講師］森　輝和さん 
先着250人

中央公民館窓口に申込書を提出、または電話、FAX、メールのいずれかの方
法で住所・氏名・電話番号をお知らせください。

中央公民館　
☎ 0968（25）1672　 Ⓕ0968（25）2929　 Ⓜ kouminkan@city.kikuchi.lg.jp

「
続
け
る
」こ
と
が
大
切

　
山
口
参
事
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
や
終
活
講
座
の
問
い

合
わ
せ
が
市
や
公
民
館
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
終
活
に
興
味

を
持
つ
高
齢
者
も
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
は
8
月
に
公
民
館
主
催
講

座
と
し
て
、
高
齢
支
援
課
や
菊

池
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
て
終
活
講
座
を
開
催
し
ま
す

（
左
下
参
照
）。
講
座
に
参
加
し

た
人
に
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
配
布
。
11
月
か
ら
始
ま
る

公
民
館
の
後
期
講
座
で
も
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
中
央
図
書
館
内
に
は

終
活
に
関
係
す
る
本
を
集
め
た

ブ
ー
ス
を
設
置
予
定
。
多
く
の

市
民
が
終
活
へ
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
、
市
は
さ
ま
ざ
ま

な
部
署
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
を
主
催
す
る
中
央
公
民

館
の
吉よ

し

川か
わ

良り
ょ
う

二じ

館
長
は
「
続
け

る
こ
と
が
大
切
」
と
語
り
ま
す
。

「
終
活
講
座
は
本
市
で
初
め
て

の
試
み
。
今
後
も
継
続
す
る
こ

と
で
終
活
を
身
近
な
存
在
に
感

じ
て
も
ら
い
、
菊
池
に
終
活
が

浸
透
し
て
ほ
し
い
」
と
来
年
度

以
降
の
開
催
に
も
意
欲
を
見
せ

ま
す
。

人
生
を
生
き
抜
い
て
逝
く

　
終
活
は
一
人
だ
け
で
行
う
活

動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
や

友
人
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
仲

間
、
相
談
で
き
る
専
門
家
。
終

活
を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
は
、

周
囲
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
終
活
を
す
る
こ
と
で
、
自
分

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

る
ほ
か
、
自
身
を
支
え
て
く
れ

る
仲
間
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
も
進
み
ま
す
。
安
心
し
て

日
々
を
過
ご
す
た
め
に
も
、
終

活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

入場無料
参加者にはエンディングノートを

プレゼントします！

図書館には終活に関するさまざまな本があります
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第25回参議院議員通常選挙
【問い合わせ先】 菊池市選挙管理委員会 ☎0968（25）7201

7月21日㈰午前7時～午後7時
７月４日㈭

投
票
で
き
る
人

　

令
和
元
年
７
月
３
日
調
製
の
菊
池
市

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
登
録
さ
れ

て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要
件

▼ 

平
成
13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

▼ 

平
成
31
年
４
月
３
日
ま
で
に
本
市
に

住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

▼ 

令
和
元
年
７
月
３
日
現
在
で
欠
格
事

項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、
２
５
２

条
お
よ
び
政
治
資
金
規
正
法
第
28

条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
公
示
日
以
降

に
各
有
権
者
へ
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
該
当
す
る
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
期
日
前
投
票
、
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
ハ
ガ

キ
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
又
は
不
在

者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」
が
印
刷

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
場
所
・
期
間
・
時
間

▼
菊
池
市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

　

７
月
５
日
㈮
～
20
日
㈯

▼
七
城
支
所
１
階
図
書
監
査
室

▼
旭
志
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

▼
泗
水
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

7
月
13
日
㈯
～
20
日
㈯

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
8
時

そ
の
他

▼�

選
挙
公
報
は
、
区
長
を
通
じ
て
各
戸

へ
配
布
し
ま
す
。

▼�

選
挙
当
日
は
、
郵
送
さ
れ
る
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

当
日
は
、
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

投票区 投票所 区　　　域
第1 熊本県県北広域本部 上町・立町・高野瀬
第2 ふれあい交流センター 袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口・稗方・堀切

第3 菊池市役所庁舎 中町・下町・切明・立石・迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・大琳寺・北宮

第4 文化会館小ホール 西正観寺・東正観寺・片角・亘・築地

第5 藤田公民館 神鶴・菊池松島・日向・柿木平・中原・藤田・下木庭・
上木庭

第6 水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・日生野・伊牟田・滝黒仁
田・木佐木・下組・塚原・長六・岩平

第7 水迫里山の家 戸城・永山・伊野・杉生・木護・柏・鉾の甲・生味・古
川・立門

第8 龍門体育館 寺小野・染土・長野・龍門1・雪野・小木・中山・鳳来・
穴川

第9 迫間支館 西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・太田・東迫間・戸豊
水・大柿・菊池平野・茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰

第10 西部市民センター 深川・上長田・野間口・神来・上西寺・中西寺・辻・下
西寺・南古閑・北古閑・東原

第11 花房小学校体育館 村田・下長田・大塚・上出田・下出田 ･ 植古閑・広瀬・
木柑子・花房台

第12 戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・下赤星・上赤星

第13 七城老人福祉センター 山崎・上水次・下水次・岡田・流川・辺田・台・瀬戸口・
居屋敷の里

第14 七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・西郷従業員住宅・砂田西団
地・羽根木・蟹穴・戸田島・七城田中・本村・加恵

第15 七城体育館 甲佐町・新古閑・清水・宮園・菰入・間所・雇用促進
住宅・岩瀬・前川

第16 リバーサイドパーク 板井・梶迫・林原・元村・新村・打越・内島・小野崎・大
尺・七城松島・上橋田・下橋田

第17 岩本公民館 小川・姫井・九の峰・楠原・岩本・岩本住宅・伊萩
第18 高柳集落センター 北桜ヶ水・南桜ヶ水・平・高柳・湯舟・小原・高柳住宅

第19 旭志小学校体育館 妻越・津留・高永・伊坂・大迫・特養あさひが丘荘・新
明団地

第20 川辺コミュニティセンター 片川瀬・尾足・川上・川下・出分・川辺南・あさひが丘

第21 泗水支所
薬師・上高江・福本一・福本二・泗水社・田吹・福本
団地・東原団地・村吉・富・富出分・泗水田中・竹の
下・迫田団地・堂迫団地・北原団地・久米二・久米
一・三万田

第22 泗水東小学校体育館 永・永出分・富納・泗水苑・飛熊・上住吉・南住吉・北
住吉・南山手

第23 泗水西小学校体育館
田島一・田島二・猪の目・岡・泗水平野・井戸方・泗
水佐野・糠泉・辰頭東団地・辰頭西団地・サニーサイ
ド・田島団地・高江・高江出分

第24 泗水 B&G 海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・富の原台・富の原東・ミラ
イアル第1寮・菊池園・富の原北・菊農高寮・富の原
一・富の原西・朝日団地・富の原団地

第25 泗水第 2 体育館 桜山一・桜山二・桜山三・桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九・永南

投票日
公示日

投票所を間違えないようご注意ください。投票所一覧

選挙に関する出前講座を
菊池女子高校で開催
　選挙管理委員会では、将来の有権者をは
じめ、若い世代が選挙や政治についての理
解を深め、身近なものと知ってもらうため、
出前講座を実施しています。
　5月15日には菊池女子高校の2・3年生65
人が参加。選管職員から選挙制度の歴史や
仕組みの説明を受けた後、実際に選挙で使
う投票箱や投票用紙で模擬投票を行いまし
た。生徒は「今年の参議院選挙はぜひ投票
に行きたい」と感想を述べました。選挙管理
委員会では、市内の小・中・高校生などを対
象とした出前講座を随時受け付けています。

1_投票する生徒　2_ 実際の選挙の雰囲気を感じ
ながら、投票用紙に候補者氏名を記載しました

1 2

今年のテーマは「新たなる出発－」第39回しすい孔子公園

夏まつり
８月10日㈯  午後５時30分～８月14日㈬  午後５時～
菊池市ふるさと創生市民広場有朋の里 泗水孔子公園
◆  白龍・若龍・子白龍神輿の演舞
◆ ステージイベント
◆ ３千発の花火大会
◆  七夕飾り・出店

大迫力の白龍演舞
　昨年から若龍神輿が登場。白龍・子白龍とともに
市街地を練り歩き、特設会場では勇猛な舞を見せま
す。商店街には地元や有志団体による七夕飾りが彩
を添え、ステージでは多彩な出演者がパフォーマン
スを繰り広げます。

1.5尺玉サポーター募金
　1.5尺玉は上空400㍍で直径400㍍に広がる巨大
な打ち上げ花火で、県北では泗水地区のみ打ち上げ
可能なとても貴重な花火です。花火大会継続のため、
皆さんのご協力をお願いします。

ステージイベントや出店など楽しい催し物が盛りだく
さん。映画まつりも同時開催します。夜空に咲く大
輪の花をぜびご覧ください。

【問い合わせ先】 
菊池市祭実行委員会／菊池市商工会
☎０９６８（25）１１３１

【問い合わせ先】 
しすい孔子公園夏まつり花火大会事務局
☎０９６８（38）2708

まつり当日は交通規制が
行われます。詳しくは市
ホームページをご覧くだ
さい。できるだけ公共交
通機関をご利用ください。

【問い合わせ先】 
泗水町街づくり対策委員会 ☎０９６８（38）2708

きくち夏まつり

菊
池
武
光
生
誕
７
０
０
周
年
記
念
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

㉓

菊池川 日本遺産 検索

日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ

「
特
Ａ
」の
ラ
ン
ク
を
設
置
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
菊
池
川
流

域
を
含
む
熊
本
県
城
北
（
県
北
）

地
区
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
平
成
20
年

度
か
ら
11
年
連
続
で
「
特
Ａ
」の

評
価
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
日
本

有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
歴
史
を

積
み
重
ね
て
き
た
菊
池
川
流
域
は
、

今
で
も
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い

る
お
い
し
い
米
の
生
産
地
で
す
。

　
二
千
年
に
わ
た
る
米
作
り
文
化

は
、
日
本
の
社
会
・
文
化
そ
の
も

の
を
形
成
し
、
現
在
ま
で
継
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
川
流
域
は
、

そ
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
、
体
感
で

き
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
に
残
る

米
文
化
と
歴
史
が
末
永
く
受
け
継

が
れ
、
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
平
成
29
年
９
月
か
ら
23
回
に
わ

た
り
、
菊
池
川
流
域
の
市
町
が
リ

レ
ー
形
式
で
連
載
し
た
シ
リ
ー
ズ

日
本
遺
産
は
今
回
が
最
終
回
で
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

品
質
を
誇
っ
た
肥
後
米
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
評
価
で
、
菊
池
川
流
域

産
の
米
は
「
高
瀬
口
と
申
す
は

一
番
」と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
、

全
国
の
米
相
場
を
左
右
し
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
地
租
改
正

で
米
か
ら
現
金
を
納
め
る
税
制
に

変
わ
っ
て
も
、
米
作
り
は
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
近
代
化
の
中
で
人
口

増
も
進
み
、
日
本
全
体
で
米
作
り

が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
米
文
化
の
歴
史

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
ご
ろ

か
ら
は
、
食
の
欧
米
化
に
よ
り
国

内
の
米
の
消
費
量
が
低
下
し
、
生

産
量
の
調
整
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
よ
り
一
層
米
の
お

い
し
さ
が
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
に
は
良
質

な
米
づ
く
り
の
推
進
と
米
の
消
費

拡
大
を
目
指
し
て
、
日
本
穀
物
検

定
協
会
が
食
味
試
験
を
開
催
す
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
元
年
度
に
は

大
坂
堂
島
の
米
相
場
を
左
右

　

江
戸
時
代
に
貨
幣
経
済
が
発

展
し
て
い
く
中
で
、
享
保
15

（
１
７
３
９
）
年
に
は
大
坂
に

堂ど
う
じ
ま島
米こ

め

会か
い
し
ょ所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
全
国
各
地
か
ら
年
貢
米

が
集
ま
り
、
米
切
手
を
売
買
す
る

こ
と
で
、
米
を
お
金
に
換
え
る
シ

ス
テ
ム
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。
堂

島
で
は
、
選
ば
れ
た
産
地
の
銘
柄

米
を
基
準
と
し
て
米
取
引
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
立た

て
も
の物
米ま

い

」と
呼
ば

れ
る
こ
の
基
準
米
は
、
品
質
は
も

ち
ろ
ん
、
安
定
し
た
供
給
量
な
ど

を
選
考
基
準
と
し
、
売
買
人
の
投

票
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
主

に
選
ば
れ
た
の
は
、
肥
後
、
加
賀
、

筑
前
、
中
国
（
山
口
）、
広
島
産

の
米
で
、
こ
れ
ら
産
地
は
競
う
よ

う
に
し
て
品
質
向
上
と
安
定
し
た

生
産
に
励
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
徹
底
し
た
検
査
や
管
理
で
高

イ
ベ
ン
ト
情
報

菊池川流域産の米菊池川流域の稲作（干拓地）

■
大お

お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊お
ど

り

　

玉
名
市
岱
明
町
大
野
下
で
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
雨
乞
い
神
事
で
、

奴や
っ
こ

姿す
が
た

の
数
十
人
が
天
を
突
き
、地

を
踏
み
固
め
て
奉
納
し
ま
す
。

と　
き　

 

７
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　
大
野
下
八
幡
宮

問
い
合
わ
せ
先　
玉
名
市
文
化
課

☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■ 

住す
み

吉よ
し

日ひ

吉よ
し

神じ
ん

社じ
ゃ

川か
わ

祭ま
つ

り・

　
雨あ

ま

乞ご
い

太だ
い

鼓こ

　
午
前
中
に
川
の
平
穏
を
願
う「
川

祭
り
」を
、午
後
か
ら
は
降
雨
を
願

う「
雨
乞
太
鼓
」を
奉
納
し
、1
年

間
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。雨
や
川

な
ど
の
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら

営
ま
れ
て
き
た
民
俗
行
事
で
す
。

と　
き　

 

７
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　
住
吉
日
吉
神
社

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

応募・問い合わせ先
⇒メールアドレス　toshiseibi@city.kikuchi.lg.jp
⇒送付先　〒861-1392（住所記載不要）
　菊池市役所都市整備課都市整備係　☎0968（25）7242

応募方法
■�応募方法　必要事項を明記し、作品と併せて応募してください。
①作品のタイトル　②撮影場所　
③作品の説明（自慢のポイントを150字以内で記入）
④ 住所、氏名、電話番号（賞品の発送および応募内容に関する問い

合わせにのみ使用します）
⑤ メール、郵送、または直接提出してください。データを郵送する

際は、写真データを記録したCD-Rなどのメディアを送付してく
ださい。提出されたメディアとデータは返却しませんのでご了承
ください。

応募期限

10月31日㈭必着

表彰・発表
■表彰・賞品　入賞作品を5点選定し、今年度開催する景観シンポ
ジウムで表彰する予定です。
入賞（5点）　市内共通商品券5,000円分
■発表　フェイスブック「癒しの里 菊池」やインスタグラム、市ホー
ムページなどで発表します。景観シンポジウムでも作品の展示を
行います。

応募資格・条件
■応募資格　どなたでも応募できます。写真の技術を競うコンテ
ストではありません。あなたの好きな菊池の景観を写真に収めて
応募してください。
■応募条件
① 菊池市内の風景で、できる限り「人物が入っている」一枚写真であ

ること。
② 応募作品で使用する被写体および著作物の肖像権、著作権など

については、応募者の責任で全ての被写体、原著作者などの使
用許諾、承認を受けたうえで応募してください。応募作品に関し
て第三者の権利の侵害が認められた場合、応募者本人がその責
任を負うこととし、菊池市は一切対応しません。

③応募者本人が撮影した、未発表のものに限ります。
④ データの場合、ファイル形式はjpeg(jpg)とし、ファイルサイズ

は７MB以内とします。プリントの場合、サイズは２Ｌから4切ま
でとします。

⑤カラー、モノクロを問いません。組み写真は受け付けません。
⑥１人5作品まで応募できますが、入賞作品は1人1点までです。
⑦合成など著しい加工を施した写真・複製写真は不可とします。
⑧ 応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、市は無償で作品を

展示し、出版物や宣伝広告、web ページなどに活用します。
⑨ 応募作品の展示や紹介にあたっては、応募者の氏名表示をする

場合がありますので、あらかじめご了承ください。
⑩製作・応募にかかる一切の費用は応募者の負担とします。
⑪ 応募受付が完了したら、応募者へ市より連絡を行います。応募

したにも関わらず連絡がない場合は問い合わせてください。

PHOTO

・ 応募条件をよく読んでからご応募ください。
・過去に撮影された作品も応募できます。
・応募用紙はホームページにもあります。
・ 応募いただいた写真は選考の上、公式

フェイスブックページ「癒しの里 菊池」
などに随時掲載します。

第4回コンテスト入賞作品。これまでの応募作品は市ホームペー
ジから見ることができます。

↑専用応募フォーム　

作品募集！
『身近な風景自慢』フォトコンテスト

第5回

菊池市には、豊かな自然とそこに暮らす人たちの営みにより築かれてきた美し
い田園風景や里山の風景、歴史的まちなみが残されています。これらの風景
は身近にあるために気づきにくい『宝物』なのかもしれません。
あなたの『身近にある風景自慢』を探して、魅力的な景観を守っていきませんか。
多数のご応募をお待ちしています。
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複
合
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

複
合
健
診
は
生
活
習
慣
病
に
着
目
し

た
生
活
習
慣
病
健
診
（
19
～
39
歳
）・

特
定
健
診
（
40
～
74
歳
）・
後
期
高
齢

者
健
診
（
75
歳
～
）
と
が
ん
検
診
を
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。
市
で
は
毎
年
８
月

か
ら
９
月
に
複
合
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

な
ぜ
健
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
か
？

　

複
合
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
・
改
善
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
日

本
人
の
約
６
割
は
生
活
習
慣
病
が
原
因

で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
偏
っ
た
食
事
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
飲
酒

な
ど
の
生
活
習
慣

に
よ
り
、
良
く
も

悪
く
も
な
る
病
気

で
す
。
放
っ
て
お

く
と
症
状
の
出
な

い
ま
ま
重
症
化
し
、

心
臓
病
や
脳
卒
中

の
発
作
が
起
こ
っ
た
り
、
重
度
の
糖
尿

病
合
併
症
が
起
こ
っ
て
不
自
由
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
に
自
信
の
あ
る
人
が
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
で
病
院
へ
運
ば
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
多
く
は

自
覚
症
状
の
無
い
ま
ま
悪
化
し
ま
す
。

自
分
の
体
を
過
信
せ
ず
、
健
診
を
受
け

て
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
健
康

維
持
の
秘
訣
で
す
。

温
度
を
調
整
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
や
す
だ

れ
を
使
用
、
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

【
外
出
時
に
は
】
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、

日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩
、
天
気

の
良
い
日
は
日
中
の
外
出
を
で
き
る
だ

け
控
え
る
。

高
齢
者
と
子
ど
も
は

特
に
注
意
が
必
要

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ

や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低

下
し
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能

が
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
体
温
の
調
整
機
能
が
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
周
囲
が
気

を
配
り
な
が
ら
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

見
か
け
た
ら

●
涼
し
い
場
所
へ　

エ
ア
コ
ン
が
効
い

て
い
る
室
内
や
風
通
し
の
良
い
日
陰
な

ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

●
体
を
冷
や
す　

衣
服
を
ゆ
る
め
、
体

を
冷
や
す
（
首
の
回
り
、
脇
の
下
、
足

の
付
け
根
な
ど
）。

●
水
分
補
給　

水
分
や
塩
分
、
経
口
補

水
液
な
ど
を
補
給
す
る
。

　

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

５月８日・22日の歯科検診で、むし歯がなかった
お子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は検診日時点

スチュワート　リリア結
ゆい

（ 深川）
菊
きく

川
かわ

花
はな

笑
え

（ 西正観寺）
小
お

川
がわ

徹
てっ

晴
せい

（ 遊蛇口）
横
よこ

田
た

奈
な

々
な

（ 下町）
井
いの

上
うえ

陽
はる

斗
と

（ 袈裟尾）
山
やま

本
もと

琉
り

央
お

（ 上西寺）
髙
たか

田
た

惇
とし

照
あき

（ 上西寺）
冨
とみ

田
た

朝
あさ

陽
ひ

（ 小木）
宮
みや

本
もと

雪
ゆき

実
み

（ 大琳寺）
上
うえ

田
だ

一
い ぶ き

颯（ 高野瀬）

奥
おく

村
むら

　蓮
れん

（ 遊蛇口）
西
にし

岡
おか

陽
はる

香
か

（ 甲森北）
前
まえ

田
だ

唯
い

月
つき

（ 菊池佐野）
中
なか

　奏
そう

眞
ま

（ 生味）
渡
わた

辺
なべ

美
み

夢
ゆ

（ 雪野）
大
おお

島
しま

優
ゆ

美
み

花
か

（ あさひが丘住宅）
川
かわ

上
かみ

絢
あや

羽
は

（ 田島団地）
冨
とみ

田
た

煌
きら

翔
と

（ 富の原中央）
山
やま

口
ぐち

悠
ゆう

真
ま

（ 富の原一）
温
ぬく

水
みず

大
あさ

陽
ひ

（ 南住吉）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

熱
中
症
と
は
？

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と

で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ

も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

屋
外
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
何
も
し

て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
し
、
救
急
搬

送
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡

す
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

熱
中
症
の
症
状

【
軽　

度
】
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、

手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、

気
分
が
悪
く
な
る

【
中
等
度
】
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
虚
脱
感
、
い
つ
も
と
様
子
が

違
う

【
重　

度
】
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識

消
失
、
け
い
れ
ん
、
体
が
熱
い

熱
中
症
の
予
防

●
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
や
塩
分
、
経
口
補
水
液
（
水

に
食
塩
と
ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
も

の
）
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

高
齢
に
な
る
と
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
に

く
く
な
り
ま
す
。
時
間
を
見
て
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
暑
さ
を
避
け
る

【
室
内
で
は
】
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

熱中症は気温などの環境条件だけでなく、その日の体調や暑さに対する慣れなどが影
響して起こります。まだ体が慣れていないときや、気温がそれほど高くなくても湿度が
高く風が弱い日などは注意が必要です。

年
に
１
回
健
康
チ
ェッ
ク
！

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に

困
っ
た
ら

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を

負
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）申
請

　

本
人
、
配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者

を
含
む
）、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な

ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
、
配
偶
者
（
別
居
中
の
配
偶
者
を

含
む
）
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前

年
の
所
得
が
基
準
以
下
ま
た
は
失
業
な

ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 

①
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の

20
歳
前
の
傷
病
に
よ
り

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
へ

所
得
状
況
届（
ハ
ガ
キ
）の
提
出
が
不
要

に
な
り
ま
す

　

毎
年
7
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

所
得
状
況
届
は
、
今
後
、
原
則
と
し
て

不
要
に
な
り
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
が

市
区
町
村
か
ら
所
得
情
報
の
提
供
を
受

け
ら
れ
な
い
と
き
は
、
届
出
に
関
す
る

必
要
な
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）
の
提
出

時
期
を
誕
生
月
の
末
に
変
更
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断

書
）
の
提
出
期
限
は
7
月
末
で
し
た
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
ま

す
が
、
②
③
の
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
増
額

さ
れ
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
付
加

年
金
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
付
加
年
金
お
よ
び
国
民
年
金

基
金
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

加
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
追
納
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

　

免
除
を
受
け
た
期
間
や
納
付
猶
予
期

間
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
は

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以

降
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
早
め
に
追
納
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

誕
生
月
の
末
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
提

出
期
限
が
8
月
以
降
と
な
る
人
が
対
象

で
す
。
8
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
順
次
誕

生
月
の
3
カ
月
前
の
月
末
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

● 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）
☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

※ 

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
６
５

●
熊
本
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

自
動
音
声
案
内
「
1
を
押
し
て
２
」

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

健康増進法が
改正されました

健康増進法改正の基本的な考え方

　7月1日より、学校、幼・保育園、病院および行政機関などは
原則、敷地内禁煙です（ただし、必要な受動喫煙防止対策を行
っている屋外喫煙場所の設置は可能）。望まない受動喫煙に対
するご理解とご協力をお願いします。 

問い合わせ先　健康推進課健康推進係 ☎（25）7219

　喫煙は、タバコを吸う人はもちろん、吸わない人の病気を引
き起こすリスクを高めます。厚生労働省喫煙の健康影響に関
する検討会編「喫煙と健康」では、ほんのわずかな受動喫煙で
あっても、心臓発作のリスクが急激に増加するといわれています。

　健康増進法の改正により、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへと変わります。

なぜ、受動喫煙を防がなければならないの ?

❶「望まない受動喫煙」をなくす
❷健康への影響が大きい子どもや患者などに特に配慮
❸施設の類型・場所ごとに対策を実施
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.49

長
明
寺
坂
古
墳
（
七
城
町
林は

や
し

原ば
る

一い
っ

帯た
い

）

　

天
台
宗
の
史
跡
、
長
明
寺
（
現

在
は
無
い
）
近
く
の
長
明
寺
坂
で
、

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
７
月
、
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

を
も
つ
一
号
墳
、
東
側
か

ら
は
二
号
墳
、
三
号
墳
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
五
世
紀

後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ　
青
少
年
育
成
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
会
長　
稲い

な

田だ

益ま
す

城き

　　

本
年
度
、
市
の
青
少
年
育
成
推
進

員
の
会
長
に
な
り
ま
し
た
稲
田
で
す
。

現
在
、
夕
方
か
ら
小
学
生
の
運
動
ク

ラ
ブ
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
は
未
来
を
創
造
し
て
い

く
社
会
の
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
微
力
な
が

ら
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
家
庭
、

地
域
、
諸
団
体
な
ど
の
連
携
な
く
し

て
は
難
し
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伝
え
る
！
「
菊
池
の
宝
」

　
高
野
瀬
区
で
毎
年
行
っ
て
い
る
子
ど

も
孔こ

う

子し

堂ど
う

大
学
で
、
5
月
5
日
に
「
子

ど
も
の
日
の
集
い
」
と
し
て
、「
孔
子

第10 回

ぬ
主ぬ

し

は
誰だ

れ

　
長ち

ょ
う

明め
ん

寺じ

坂ざ
か

の

　
　 

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

ふるさとかるた史跡
めぐり（長明寺坂古墳）

隈部忠直公観音堂にて

令
和
元
・
２
年
度

　
　
　
青
少
年
育
成
推
進
員
紹
介

会　
長　
　
　
稲
田　
益
城
（
戸
崎
）

副
会
長　
　
　
味あ

じ

府ふ　
秀ひ

で

次つ
ぐ

（
隈
府
）

　
〃　
　
　
　
前ま

え

田だ　
靖や

す

則の
り

（
七
城
）

　
〃　
　
　
　
中な

か

村む
ら

ト
モ
エ
（
旭
志
）

　
〃　
　
　
　
坂さ

か

本も
と　

忠た
だ

弘ひ
ろ

（
泗
水
）

広
報
委
員
長　
馬
場　
義
典（
高
野
瀬
）

　
副
委
員
長　
緒お

方が
た　

公こ
う

二じ

（
水
源
）

研
修
委
員
長　
藤ふ

じ

本も
と　

雄ゆ
う

三ぞ
う（

菊
之
池
）

　
副
委
員
長　
吉き

良ら　
秀ひ

で

樹き

（
河
原
）

菊
池
北
中
校
区

・
河か

わ

上か
み　

利と
し

信の
ぶ　

　
・
武む

藤と
う　

英ひ
で

治は
る

・
緒お

方が
た　

浩こ
う

一い
ち　

　
・
川か

わ

口ぐ
ち　

秀し
ゅ
う

一い
ち

・
原は

ら

田だ　
理お

さ
む　

　
　
・
葛く

ず

原は
ら　

誠せ
い

幸こ
う

・
越お

お

猪い　
公き

み

宏ひ
ろ

菊
池
南
中
校
区

・
岩い

わ

本も
と　

義よ
し

信の
ぶ　

　
・
山や

ま

口ぐ
ち　

誠せ
い

二じ

・
佐さ

さ々

木き

大だ
い

司じ　
　
・
高こ

う

山や
ま　

孝た
か

雄お

・
村む

ら

上か
み　

浩こ
う

一い
ち　

　
・
中な

か

林ば
や
し　

龍り
ゅ
う

年と
し

・
栗く

り

秋あ
き

真ま

由ゆ

美み       

・
水み

ず

上か
み　

堤つ
つ
み

七
城
中
校
区

・
加か

藤と
う　

朱あ
け

美み　
　
・
怒ぬ

留る

湯ゆ

義よ
し

隆た
か

・
増ま

す

永な
が　

文ふ
み

江え

旭
志
中
校
区

・
岩い

わ

根ね　
尋ひ

ろ

女め　
　
・
村む

ら

上か
み　

節せ
つ

子こ

・
永な

が

田た

菜な

穂ほ

子こ

泗
水
中
校
区

・
木き

原は
ら　

佑ゆ
う　

　
　
・
小お

田だ　
崇た

か

文ふ
み

・
石い

し

橋ば
し　

崇た
か

子こ　
　
・
坂さ

か

崎ざ
き　

聡さ
と

子こ

・
宮み

や

﨑ざ
き

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

日
常
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
た
り
、
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

考
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
提
供
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
紹
介
な
ど
、
日
々
、
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

私
た
ち
は
、
体
力
や
年
齢
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
い
つ
で
も
提
案
で
き
る

よ
う
、
県
や
九
州
地
区
、
全
国
で
行

わ
れ
る
研
究
大
会
や
女
性
研
修
会
の

ほ
か
、
新
任
研
修
会
な
ど
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
学
校
や
福

祉
施
設
、
地
域
行
事
へ
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
出
前
講
座
を
行
っ
た
り
、

ス
ポ
レ
ク
祭
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
案
内
を
行
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
大
会
を
運
営
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

広
報
部
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
活
動
を
４
カ
月
ご
と
に
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問い合わせ先
菊池市

スポーツ推進委員
協議会広報部

☎0968（25）7234

No.42広
報
部
の
活
動
紹
介

総会で事業計画や予算を審議

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
新
人
紹
介

　
今
年
度
も
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
広
報

部
も
新
体
制
で
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
、

な
ん
と
か
記
事
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
記
事
を
と
お

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
つ
ぶ
や
き

参
り
ま
し
た
。
お
墓
の
前
で
話
を
聞

き
、
お
堂
の
壁
に
貼
ら
れ
た
論
語
を

声
に
出
し
て
詠
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

弁
当
を
食
べ
、
草
笛
な
ど
で
楽
し
く

遊
ん
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
、
青

少
年
を
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
（
広
報
委
員
長　
馬ば

場ば

義よ
し

典の
り

）

　

４
月
22
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
キ
ク
ロ
ス
」
2
階
中
央
公
民
館
で
、

菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
、

決
算
を
報
告
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
予

算
（
案
）
を
協
議
。
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
事
業
計
画
、
予
算
が
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
協
議
の
結
果
、
小
林
会
長
が

再
任
。
推
進
委
員
は
５
人
が
入
れ
替

わ
り
、
令
和
元
年
度
の
新
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。

史跡巡りをする子どもたち

会　長
稲田益城さん

（戸崎）

堂
址し

碑ひ

」
や
「
乳う

母ば

が
墓は

か

」、「
迫は

ざ

間ま

め

が
ね
橋
」、「
隈く

ま

部べ

忠た
だ

直の
ぶ

公こ
う

の
墓
」
な
ど

の
史
跡
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
休
み

石
」
は
、
菊
池
武
重
が
聖し

ょ
う

護ご

寺じ

に
勉
強

に
上
っ
た
際
に
休
ん
だ
と
い
わ
れ
る
石

で
す
。
武
重
の
勉
強
の
到
達
点
は
、
起き

請し
ょ
う

文も
ん

「
よ
り
あ
い
し
ゅ
の
な
い
だ
ん

の
事
」
に
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
条

目
で「
五
常
の
義（
仁・義・礼・智・信
）

を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

を
誓
っ
て
い
ま
す
。「
休
み
石
」
の
目

の
前
に
は
迫
間
の
滝
が
あ
り
、
そ
ば
に

あ
る
案
内
板
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。

「
岩
波
を　
梢こ

ず
え

に
か
け
て　
松
風
も

　
　
さ
ら
に
音
な
し　
山
の
滝た

き

津つ

瀬せ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細ほ

そ

川か
わ

綱つ
な

利と
し

）

　
子
ど
も
た
ち
に
、
滝
を
見
て
気
づ
い

た
こ
と
、
目
を
閉
じ
て
感
じ
た
こ
と
を

尋
ね
ま
し
た
。
当
時
の
情
景
を
説
明
し

て
、
今
見
て
い
る
滝
と
四
百
年
前
の
滝

と
の
違
い
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

上
級
生
は
そ
の
違
い
に
気
づ
き
、
子
ど

も
の
感
性
・
発
想
を
働
か
せ
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
隈
部
忠
直
公
の
墓
」
を

「休み石」と迫間の滝

平
成
31
年
度
総
会
で

年
間
行
事
の
日
程
を
決
定

①松
まつ

永
なが

辰
たつ

治
じ

②菊池
③菊之池
④水泳

①後
ご

藤
とう

久
く

美
み

子
こ

②菊池
③片角
④バドミントン

写真

①氏名（敬称略）
②支部
③地区
④好きなスポーツ

①木
きの

下
した

義
よし

行
ゆき

②旭志
③岩本
④ゴルフ

①中
なか

尾
お

啓
けい

二
じ

②泗水
③南住吉
④バレーボール

①平
ひら

島
しま

和
かず

将
まさ

②泗水
③住吉
④バレーボール

年間の主な行事予定
8月15日㈭～20日㈫ 全国高等学校総合体育大会ボート競技大会（斑蛇口湖ボート場）

9月1日㈰ 第20回斑蛇口湖ふれあいレガッタ（斑蛇口湖ボート場）

9月29日㈰ 菊池市民体育祭／スポレク祭（市内体育施設）

11月3日㈰㈷ 第34回しすいコスモスマラソン大会（孔子公園スタート・ゴール）

11月24日㈰ 第37回菊池ロータリー小学生駅伝大会（菊池高校スタート・ゴール）

令和2年1月1日㈬㈷ 第48回元旦マラソン大会（旭志支所スタート・ゴール）

3月22日㈰ 第65回菊池桜マラソン大会（菊池市内）

退
職
者
紹
介（
在
職
年
数
）

　

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
藤ふ

じ

本も
と

ト
ミ
子こ

さ
ん
（
23
年
）

・
福ふ

く

富と
み

達た
つ

也や

さ
ん
（
12
年
）

・
木き

村む
ら

す
み
子こ

さ
ん
（
８
年
）

・
工く

藤ど
う

昭し
ょ
う

二じ

さ
ん
（
19
年
）

・
米よ

ね

本も
と

智と
も

美み

さ
ん
（
４
年
）

　

退
任
さ
れ
た
５
人
の
皆
さ
ん
、
長

期
に
わ
た
り
活
動
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感謝状を受け取る
藤本さん、福富さん
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菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
古賀 ☎0968（25）1764

図 書 館

テーマ「川」

福
音
館
書
店

1

旬
報
社

2

福
音
館
書
店

3

集
英
社

4

ニーナ・ゲオルゲ／著
遠
とお

山
やま

明
あき

子
こ

／訳

4  セーヌ川の書店主

　フランスの美しい川、船旅、
プロヴァンス、美味しい料理、
そして恋…。

加
か

古
こ

里
さと

子
し

／さく・え
1 かわ ２ タマゾン川

　多摩川でいのちを考える
山
やま

崎
さき

充
みつ

哲
あき

／著
　アロワナ、ピラニア、グッピー、
プレコ…。日本の川に捨てら
れる外国の魚（いのち）たち。

　山奥で誕生し、海へ至るま
での川の様子を細かく描いた
知識絵本の傑作。絵巻仕立て
も所蔵しています。

きむらゆういち／文
みやにしたつや／絵

３ おっとあぶない かわのなか

　川辺でライオンの親子とゴ
リラの親子が魚釣り。勝負に
夢中になってしまい…。

８月・９月から開講予定の講座を紹介します!

【中央図書館】

【泗水図書館】

　８月・９月開講予定の講座で、引き続き受講生を募集している
講座を紹介します。以下の講座は随時受け付けしていますので、
担当の公民館へお問い合わせください。
※定員に達し次第、受付終了となります。

夏休みをもっと楽しもう!
　夏休みに小学生を対象とした講座の開講を予定しています。
詳しくは小学校から配付されるチラシや菊池市生涯学習センター
ホームページをご覧ください。

公 民 館

No． 講座名 開講日 問い合わせ先

22 犬のしつけ方
～社会に愛される犬に～ 8月8日㈭ 七城

公民館

38 誰にでも分かる論語塾 
～孔子の教えから学ぶ～ 9月11日㈬ 泗水

公民館

41 新時代のこどもチャンピオンを探せ! 
～こども囲碁・将棋大会～ 8月2日㈮ 旭志

公民館
●夏本番! 熱中症予防講座
　熱中症とは何か? 予防と対処を学んで元気に夏を過ご
しましょう。講座内容を子ども向けと高齢者向けに分けて、
行います。受講者には健康ポイントが貯まります。

●司書体験
　図書館司書ってどんな仕事？ 本
の分類について学べるほか、返却
された本を書架に戻す作業やカウ
ンター業務、館内に掲示するポッ
プの制作などが体験できます。

●毎日おはなし会
　読み聞かせや手遊びが毎日楽しめます。おはなしボラ
ンティアも募集中です。

● おはなし講座「子どものことばと心を育てることの大
切さ ～子どもと本 幸福な出会いを願って～」

　熊本市東部・秋津おはなしの会代表の吉
よし

川
かわ

法
のり

子
こ

さんを
講師に迎え、読み聞かせの楽しさや奥深さ、本の選び方
などをレクチャーしてもらいます。

と　き：７月27日㈯
　　　  【子ども】午前11時10分～ 【高齢者】午後２時～
対　象：市民

と　き：８月２日㈮ 午後２時～４時
対　象：市内の小学４～６年生
定　員：５人（要申込）

と　き：7月23日㈫～8月25日㈰
　　　 午前11時～11時30分（休館日を除く）

と　き：７月６日㈯ 午後５時～　　対　象：市民（要申込）

普段は入れない閉架書庫

各イベントの詳細はキクロスのホームペー
ジやフェイスブックでもお知らせしています。

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
※改修に伴い休館中

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
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入
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。
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取
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回
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。
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磨
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。
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で
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わいふ一番館 菊池観光交流館

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

【ギャラリー】
似顔絵展　キクチニガオエクラブ
　中央公民館で行っている似顔絵教室のメンバーによる
似顔絵展です。メンバーの力作を展示します。
期　間：７月９日㈫～８月４日㈰

【企画展示室】　
菊池市の巨木展
　菊池の歴史を観つづけた巨樹が生きているー。菊池
市には驚くほどの巨木が数多く存在します。
期　間：～7月28日㈰
料　金：大人200円、小中学生１００円

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　なし（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

ふるさと大賞受賞！ きくち夏まつり白龍展
　きくち夏まつりの主役、
白龍に関する展示を行い
ます。一足先にきくち夏ま
つりに触れてみませんか。
今年の担ぎ手も募集中で
す。皆さんのご来場をお
待ちしています。

期　間：～７月31日㈬
料　金：無料

写真や絵画などを展示しませんか。
　菊池観光交流館では展示コーナーに作品を出展する
人を募集しています。詳しくは菊池観光協会までお尋ね
ください。

昨年の「人権啓発講演会」の内容
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行
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文
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んによる講演と車椅子バスケ体験
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地区

ゴールボール金メダリスト、浦
う ら

田
た
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り
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え

さん講演「困難は神様からのプ
レゼント」

思いを語るうーみさん

　7月から、熊本と福岡で菊池一族の歴史に深い関係のあ
る特別展が開催されます。熊本県立美術館では菊池一族
の戦いと信仰に焦点を当て、九州国立博物館では宿敵・足

利一族が主役の展示が行われます。いずれも菊池一族が
生きた時代を感じられる貴重な展覧会であり、九州屈指の
博物館施設のクオリティで観賞できるまたとない機会です。

◆ 連載 ◆
問い合わせ先　菊池一族プロモーション室 
☎０９６８（25）７２６７

　室町幕府の栄枯盛衰と個性あふれる将軍たちの魅力
に迫り、室町時代の多彩な芸術文化を紹介します。京都・
等
とう

持
じ

院
いん

に伝わる歴代足利将軍の彫像13軀
く

が、寺外で一
挙に公開される初めての機会です。

期　　間：7月13日㈯～9月1日㈰　原則毎週㈪休館
開館時間：午前9時30分～午後5時　㈮㈯は午後8時まで
料　　金：1,600円（高大生800円、小中生４００円）

【菊池一族パネル展示】 7月30日㈫～8月4日㈰  
　8月3日㈯・４日㈰には、「室町将軍の気配を察した菊
池一族が現代の世に蘇り、九州国立博物館に攻め込む！」
という設定で一族の PRや物販などを予定しています。

　鎌倉時代の蒙古襲来では竹
たけ

崎
ざき

季
すえ

長
なが

、南北朝時代の動
乱では足

あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

をはじめとした歴史上の名だたる人物と
深く関わった菊池一族。菊池川の歴史をたどりながら、
そこに生きた人々の息吹を感じてください。

　8月24日㈯には特別講演会、8月11日㈰、25日㈰に
学芸員によるギャラリートークを行います。他にもさま
ざまなイベントを予定しています。

期　　間：7月19日㈮～9月1日㈰　原則㈪休館
開館時間：午前9時30分～午後5時15分
料　　金：1,000円（大学生800円、高校生以下無料）

【関連イベント】
特別講演会　「古代の菊池川流域」
　　　　　　「中世菊池氏の虚と実」
と　き：8月10日㈯　
　　　 午後1時30分～3時30分
ところ:県立美術館本館文化交流室
参加費:無料
定　員:120人（事前申込制）

特別展 日本遺産認定記念九州国立博物館 熊本県立美術館 

　
最
近
の
韓
国
の
新
聞
報
道
で
は
、
小

学
生
に
「
子
ど
も
の
日
に
何
を
し
た
い

か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
48
％
が
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
お
小
遣
い
が
ほ
し
い
と
答

え
た
そ
う
だ
。
し
か
し
「
親
と
の
時
間

が
欲
し
い
」
と
答
え
た
子
ど
も
も
多
く
、

特
に
女
子
生
徒
の
40
％
は
「
家
族
と
遊

び
に
行
き
た
い
」
と
回
答
。
こ
れ
は
女

子
生
徒
の
中
で
最
も
多
い
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
回
答
を
受

け
、
あ
る
専
門
医
は
「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
意
味
あ
る
贈
り
物
」
に
つ
い
て

こ
う
助
言
し
た
。「
大
人
に
な
っ
て
辛

い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
最
も
慰
め
に
な

る
の
は
子
ど
も
の
時
に
経
験
し
た
親
と

の
良
い
思
い
出
で
あ
る
。
そ
れ
は
思
い

出
し
た
だ
け
で
口
元
に
笑
み
が
浮
か
ぶ
。

楽
し
く
温
か
い
思
い
出
を
出
来
る
だ
け

多
く
つ
く
る
よ
う
に
」。

　
無
条
件
に
愛
さ
れ
、
楽
し
か
っ
た
幼

年
期
の
経
験
は
、
思
春
期
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
に
な
っ
て
も
人
生
の
困
難
を
克
服

し
、
前
に
進
む
の
に
大
い
に
役
立
つ
。

　
ま
た
「
親
は
子
ど
も
た
ち
に
手
書
き

の
手
紙
を
書
く
よ
う
に
」
と
も
助
言
し

た
。
子
ど
も
を
愛
す
る
心
を
文
章
で
伝

え
、
そ
の
手
紙
を
と
っ
て
お
く
と
、
親

と
の
会
話
が
難
し
く
な
る
思
春
期
に
も
、

子
ど
も
は
親
が
ど
れ
ほ
ど
自
分
を
愛
し
、

大
事
に
思
っ
て
い
る
か
を
思
い
出
す
と

い
う
。親
の
愛
が
子
ど
も
た
ち
へ
の「
最

高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う
こ
と
だ
。 

　

韓
国
で
は
今
、
母
親
を
亡
く
し

た
一
人
の
子
ど
も
の
詩
が
話
題
だ
。

２
０
１
６
年
、
全チ

ョ
ル

羅ラ

北ブ
ッ
　
ド道

教
育
庁
が
主

催
し
た
子
ど
も
作
文
公
募
展
で
子
ど
も

の
詩
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品

が
歌
に
な
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

亡
く
な
っ
た
母
親
を
慕
う
子
ど
も
の
気

持
ち
が
高
く
評
価
さ
れ
た
そ
う
だ
。 

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

お
母
さ
ん
大
好
き/

お
母
さ
ん
あ
り
が

と
う/

お
母
さ
ん
安
ら
か
に
休
ん
で
ね

世
界
で
一
番
食
べ
た
い
の
は/

お
母
さ

ん
が
作
っ
た
ご
は
ん

で
も 

も
う
食
べ
れ
な
い
ね

こ
れ
か
ら
は
私
が
お
母
さ
ん
に
作
っ
て

あ
げ
る
ね

お
母
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
お
か
ず
を/

い
っ
ぱ
い
作
っ
て
あ
げ
る

で
も
お
母
さ
ん
の
ご
は
ん
が
恋
し
い

世
界
中
で
一
番
逢
い
た
い/

見
た
い
の

は
お
母
さ
ん
の
顔

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
当
の
贈
り
物
は
、

時
間
が
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
健
全
な

価
値
観
と
、
親
と
の
時
間
や
愛
を
与
え

る
こ
と
の
よ
う
だ
。

☎050（５５４２）８６００ ☎096（３５２）２１１１
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菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

７月の「税」の納期限
7月31日㈬
【問い合わせ先】

税務課固定資産税係      ☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係 ☎（25）7218

●固定資産税第2期
●国民健康保険税第1期
口座振替を利用している人は7
月25日㈭に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
を
、
7
月
末
日
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。
留
守
な
ど
で
受
け
取
り
が
で

き
な
か
っ
た
保
険
証
は
、
8
月
か
ら
健
康

推
進
課
ま
た
は
最
寄
り
の
各
支
所
で
保
管

し
ま
す
。
身
分
を
証
明
で
き
る
物
と
印
か

ん
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

7
月
31
日
㈬
で
す
。
8
月
1
日
㈭
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
保
険
証　
▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
桃
色
）
▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）

※
前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
記
載

　
し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
令

　
和
元
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク　

南
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

期　
間　
７
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪
㈷

　
　
　
　
７
月
20
日
㈯
～
８
月
26
日
㈪

と
こ
ろ　
七
城
町
林
原
９
６
２
‐
１

開
場
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
時
間
の
た
め

遊
泳
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
（
１
人
当
た
り
）

▼
高
校
生
以
上　
　
　
　
　
　
１
５
０
円

▼
３
歳
以
上
中
学
生
以
下　
　
１
０
０
円

自
死
遺
族
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
家
族
や
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
遺
族
の
皆
さ
ん
が
、
悩
み
や
苦
し
み
を

分
か
ち
合
い
共
に
心
を
癒
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

対
象
者　
親
族
、
そ
の
他
身
近
な
関
係
に

あ
る
人

と　
き　
奇
数
月
の
第
4
㈭　
午
後
2
時

～
4
時

と
こ
ろ　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
東
区
月
出
３
‐
１
‐
１
２
０
）

問
県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

国
道
３
号（
四
方
寄
南
交
差
点
） 

通
行
止
め
を
行
い
ま
す

　
国
道
3
号
植
木
バ
イ
パ
ス
の
橋
梁
架
設

工
事
に
伴
い
国
道
3
号
四
方
寄
南
交
差
点

に
て
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間　
7
月
23
日
㈫
～
26
日
㈮
（
４

日
間
）

交
通
規
制　
▼
国
道
3
号(

植
木
方
面)

か
ら
交
差
点
内(

熊
本
市
内
方
面)

直
進

不
可
▼
国
道
3
号
熊
本
北
バ
イ
パ
ス
か
ら

交
差
点
内(
熊
本
市
内
方
面)

左
折
不
可

▼
国
道
3
号(
熊
本
市
内
方
面)

か
ら
交

差
点
内(

植
木
方
面)

直
進
不
可
・(

熊

工事場所および交通規制図

　
を
基
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係
、
高
齢

者
医
療
・
年
金
係　
☎（
25
）７
２
１
８

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
屋
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野

焼
き
」
と
い
い
、
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
行
う
と
、
悪

臭
や
火
事
の
原
因
と
な
り
、
周
囲
に
多
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
上
ま
た
は
地
域
行
事
な
ど
例
外
的
に

焼
却
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
次
の
点

を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
焼
却
は
必
要
最
小
限
と

し
、
焼
却
時
の
風
向
き
や
時
間
帯
な
ど
に

十
分
配
慮
す
る
こ
と
▼
周
辺
住
民
や
行
政

　
5
月
～
7
月
頃
に
か
け
て
、
道
端
や
河

原
な
ど
で
見
か
け
る
鮮
や
か
な
黄
色
の
花

を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
「
特
定

外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、栽
培
、運
搬
、

販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
育
て
た
り
、
除

草
時
に
残
し
た
り
し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎
（
25
）７
２
１
７

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

特
定
外
来
生
物
で
す

機
関
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
中
止
す
る
こ
と
▼
完
全
に
消
火
す

る
ま
で
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

　
市
で
は
定
期
的
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や

現
地
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の

予
約
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す

　
「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
は
公
共
交
通

空
白
地
域
と
市
街
地
な
ど
を
結
ぶ
、
事
前

予
約
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
す
。

　
7
月
1
日
㈪
よ
り
、
お
住
ま
い
の
地
域

か
ら
市
街
地
行
き
の
便
は
、
予
約
受
付
時

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
写
真
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
発
行
に
か
か
る
手
続
き
を
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
手
続
き
は
10
分

程
度
で
完
了
し
、
手
数
料
も
無
料
で
す
。

　
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
住
民
票

や
印
鑑
証
明
な
ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ

に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く

の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、

場
所
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱

に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
菊
池
地
域
振
興
局　
農
林
水
産
部
農
業

普
及
・
振
興
課　
☎（
25
）４
２
７
９

本
北
バ
イ
パ
ス
方
面)

右
折
不
可

問
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
工
務
三
課　

　
☎
０
９
６（
３
８
２
）１
１
１
１

取
得
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

問
総
務
課　
☎（
25
）7
１
１
１

狩
猟
免
許
取
得
者
へ

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
人
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
県

が
実
施
す
る
狩
猟
免
許
試
験
に
よ
り
、
新

た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人

補
助
対
象
免
許　
▼
わ
な
猟
免
許
▼
第
一

種
狩
猟
免
許　
　

補
助
金
額　
１
万
円

問
農
林
整
備
課　
☎（
25
）７
２
２
２

便 出　発　時　間
予　約　受　付　時　間

当　日 前　日

① 8：00～8：30（菊池・旭志）
8：30～9：00（七城・泗水） なし（前日予約のみ）

16：00

～

19：00
② 10：30～11：00 7：00～9：00（菊池・旭志・七城）

7：00～9：30（泗水）

③ 12：30～13：00 7：00～11：00（菊池・旭志・七城）
7：00～11：30（泗水）

間
を
1
時
間
延
長
し
ま
す
。
利
用
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課　
☎（
25
）７
２
５
０

「あいのりタクシー」の出発時間と予約受付時間一覧

※市街地からお住まいの地域に行く便の予約受付時間は変更ありません。

※
市
外
在
住
者
の
利
用
料
は
２
倍

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム　
☎（
26
）４
８
０
０

菊
池
市
に
聖
火
リ
レ
ー
が　

や
っ
て
き
ま
す

　
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
」
が
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

5
月
７
日
㈭
の
午
後
に
菊
池
市
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
た
な
情
報

は
、
今
後
、
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
社
会
体
育
課

　
☎（
25
）７
２
３
４

加齢に伴う筋力の変化

低 高

高

筋
力

年齢

不活発な生活
により低下

体を活発に使えば、維持・向上も可能

自然な老化

介護予防ミニ講座
～ フレイル予防には「運動」が大切!～

　加齢に伴い、気力や体力など心身の活力が低下し
た状態を「フレイル」と言います。いくつになっても積
極的に体を動かすことで、筋力を維持・向上すること
ができます。フレイル予防には、足腰の筋力を維持し
て動ける体でいることが重要です。日常生活の中で「動
く」ことを心がけ、実践しましょう。

足腰の筋力維持のためには?
❶ 運動器（脚・腰の筋肉や関節・骨）に適度な負荷を与える。　
（ウオーキングや水泳などの有酸素運動）

❷ 日常生活に必要な動作の基本となる「足腰の筋肉」を鍛え
る筋力トレーニングを行う。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216
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旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
参
加
者
募
集

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
政
府
の
補
助
を
受

け
て
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
亡
き
父

な
ど
の
眠
る
地
に
赴
き
慰
霊
追
悼
を
行

い
、
現
地
の
人
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め

ま
せ
ん
か
。
本
年
度
は
18
地
域
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

参
加
資
格　
今
回
実
施
す
る
地
域
で
戦
死

さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　
10
万
円

問（
一
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
03（
３
２
６
１
）５
５
２
１

　
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

募
集

サマージャンボ
宝くじ

この宝くじの収益金は市町村の
明るく住みよいまちづくりに使
われます。

７月2日㈫発売

問い合わせ先
（公財）熊本県市町村振興協会
☎096（331）0007

１枚 300円

試
験
の
種
類　
甲
種
全
類　
乙
種
全
類

試
験
日　
9
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰

受
付
期
間　

▼
書
面
申
請　
７
月
19
日
㈮
～
26
日
㈮

▼
電
子
申
請　
７
月
16
日
㈫
～
23
日
㈫

願
書
配
置
場
所　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
熊
本
県
支
部
、熊
本
県
総
務
部
市
町
村・

税
務
局
消
防
保
安
課
、
熊
本
市
消
防
局
・

県
下
消
防
本
部
な
ど

問
●申（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

消
防
整
備
士
試
験

菊
池
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

参
加
店
舗
募
集

　
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引
き
上
げ
が

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
市
で
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を
行
い
ま

菊
池
川
キ
ッ
ズ
探
検
隊

参
加
者
募
集

　
菊
池
川
の
魚
や
自
然
を
感
じ
、
学
び
、

楽
み
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
8
月
3
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
8
時
～
午
後
4
時

※
雨
天
時
は
4
日
㈰
に
順
延

集
合
場
所　
菊
池
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民

広
場

対　
象　
小
学
４
～
６
年
生
と
保
護
者

定　
員　
20
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
５
０
０
円
／
人
（
保
護
者
は

５
０
０
円
）

持
参
物　
帽
子
、
水
着
、
着
替
え
、
水
筒
、

お
に
ぎ
り
、
か
か
と
付
サ
ン
ダ
ル
、
軍
手

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
7
月
26
日
㈮

問
●申（
一
社
）菊
池
青
年
会
議
所　
菊き

く
川か

わ

　
☎（
23
）１
１
１
０　
Ⓕ（
23
）１
１
１
５

令
和
元
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

区　分 医療分 支援金分 介護分

所得割
（前年中の所得に応じて） 8.0％ 2.5％ 2.0％

均等割
（加入者１人当たり） 28,000円 7,800円 10,000円

平等割
（１世帯当たり） 25,000円 7,500円 7,000円

課税限度額 610,000円 190,000円 160,000円

※税額＝医療分＋支援金分＋介護分（40歳～64歳）

普通徴収の人の納期
第１期 ７月31日㈬ 第５期 12月2日㈪
第２期 9月２日㈪ 第６期 12月25日㈬
第３期 9月３０日㈪ 第７期 令和2年１月31日㈮
第４期 10月31日㈭ 第８期 3月2日㈪

特別徴収の人の納期

仮徴収
４月

本徴収
10月

６月 12月
８月 令和２年２月

　

国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
は
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
て
病
院

に
か
か
る
と
き
に
必
要
と
な
る
医
療
費
の
大

切
な
財
源
で
す
。

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
に
つ
き
算
定
し

た
医
療
給
付
費
分
の
保
険
税
（
以
下
「
医
療

分
」）
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
保
険
税

（
以
下
「
支
援
金
分
」）、
そ
し
て
国
保
加
入

者
の
う
ち
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
以
下
「
第

２
号
被
保
険
者
」）
に
つ
き
算
定
し
た
介
護

納
付
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
介
護
分
」）

の
合
算
額
と
な
り
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

加
入
者
一
人
一
人
が
納
税
義
務
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
は
な

く
て
も
、
家
族
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い

る
と
き
は
納
税
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
保
の
加
入
者
で
は
な
い
世
帯
主
を

「
擬
制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
な
ど
は
全
て
世
帯
主
宛
て
に

届
き
ま
す
。

軽
減
適
用

　

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
均
等
割
、

平
等
割
に
つ
い
て
の
み
、
７
割
・
５
割
・
２

割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
軽
減

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

令和元年度の税率など

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
国
保
税
の
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、
非
自
発

的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
し
た
人
は
、
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
人
▼

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し
た
人
▼

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
、
ま
た
は
特

定
理
由
離
職
者
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し

た
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
離
職
コ
ー
ド

が
11
、
12
、
21
～
23
、
31
～
34
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
）
を
お
持
ち
の
人
お

よ
び
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

※�

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保

険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人

は
対
象
外
で
す
。

軽
減
内
容　
非
自
発
的
失
業
者
本
人
の
前
年

の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
し
て
国
保

税
を
算
定
し
ま
す
。

※�

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合

は
軽
減
で
き
ま
せ
ん
。

軽
減
期
間　
離
職
日
翌
日
の
月
か
ら
、
そ
の

月
の
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

※�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
▼
印
か
ん

申
請
場
所　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民
生

活
課

国
保
税
の
納
期
限

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
人
は
、
年
間
の
税
額
を
８
期
に
分
け
て
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
に
納
税
通
知

書
を
送
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
め
る
人
に
は

１
年
間
分
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
期
ご
と
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
の
人
は
毎
月
25
日
ご
ろ
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人（
65
歳
以

上
75
歳
未
満
の
み
の
世
帯
で
一
定
の
条
件
を

満
た
す
人
）
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り

ま
す
が
、
申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座

振
替
）
へ
の
変
更
も
で
き
ま
す
。

※�

国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま

す
。

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
不
法
投
棄
は
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
付
近
の
土
壌
や
地
下

水
の
汚
染
な
ど
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
事
業
所
で
出
た
ご
み
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た
り
、
ご
み
収

集
日
以
外
に
ご
み
を
出
す
こ
と
も
不
法
投

棄
に
含
ま
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
連
絡
を
！

　
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
場
合
は
、
危
険
で
す
の
で
無
理
に
注
意

し
た
り
せ
ず
、
現
場
か
ら
十
分
離
れ
た
場

所
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
整
備
を
！

　
不
法
投
棄
の
多
く
は
人
目
を
避
け
、
夜

間
や
早
朝
に
山
間
部
の
空
き
地
な
ど
で
行

わ
れ
ま
す
。土
地
や
建
物
を
清
潔
に
保
ち
、

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
を
整
え
ま
し

ょ
う
。
不
法
投
棄
し
た
人
が
判
明
し
な
い

場
合
、
所
有
者
が
そ
の
撤
去
費
用
な
ど
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
❶
家
庭
ご
み
な
ど
の
一
般
廃
棄
物
の
不

　
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
❷
事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物

　
の
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

　
❸
悪
質
な
不
法
投
棄
を
直
接
見
か
け
た

　
ら
警
察
へ
通
報　
☎
１
１
０

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
使
用
で
き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
８
月
23
日
㈮

問
●申
菊
池
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
実
行

委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
）　

　
☎（
25
）７
２
２
３

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

職
業
訓
練
コ
ー
ス

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設
備

施
工
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶

接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生

産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
限　
７
月
25
日
㈭

訓
練
期
間　
９
月
５
日
㈭
～
令
和
2
年
３

月
28
日
㈯

※
訓
練
終
了
時
期
は
科
目
で
異
な
り
ま
す

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５
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�

大
切
な
あ
な
た
へ
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の

想
い
を
込
め
て
…
…
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」。
手
紙
や
絵
手

紙
を
通
し
て
、
自
分
の
一
番
大
切
な
人
、

一
番
の
理
解
者
、
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る

人
に
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
8
月
31
日
㈯
（
当
日
消
印
有

効
）

応
募
方
法
な
ど
▼
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
▼
応
募
作
品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
▼
専

用
の
応
募
用
紙
は
商
工
観
光
課
、
生
涯
学

第
15
回
夫
婦
の
手
紙・絵
手
紙

作
品
募
集

　
市
有
財
産
（
土
地
）
を
一
般
競
争
入
札

で
公
売
し
ま
す
。

売
却
物
件　
１
号
物
件　
菊
池
市
泗
水
町

田
島
字
口
ノ
坪
１
０
２
７
番
１　

田　

８
３
９
平
方
㍍　

　
都
市
計
画
区
域
内
で
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
、
菊
池
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書

に
お
け
る
農
振
農
用
地
に
該
当
し
て
い
ま

す
。

※
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
7
月
25
日
㈭
ま
で
に
農
業
委
員
会
で
申

　
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
36
万
円

売
却
物
件　
２
号
物
件
（
2
筆
を
１
物
件

と
す
る
）　

菊
池
市
七
城
町
辺
田
字
居
屋

敷
４
０
２
番
１　

雑
種
地　

７
７
７
平

方
㍍
／
菊
池
市
七
城
町
辺
田
字
居
屋
敷

４
０
3
番
１　
雑
種
地　
１
０
１
６
平
方

㍍※
都
市
計
画
区
域
外
で
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

　
地
に
は
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
５
７
７
万
３
千
円

受
付
期
間　
７
月
８
日
㈪
～
８
月
14
日
㈬

※
㈯
㈰
㈷
除
く

受
付
場
所　
市
本
庁
舎
２
階
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
課

そ
の
他　
申
込
方
法
や
入
札
参
加
資
格
な

ど
は
、
７
月
８
日
㈪
以
降
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
に
あ
る

実
施
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

問
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎（
25
）７
２
０
５

市
有
財
産（
土
地
）を

公
売
し
ま
す

　
筋
肉
量
と
脂
肪
量
を
分
析
し
、
体
の
引

き
締
め
方
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。
生

活
習
慣
病
も
予
防
で
き
ま
す
。

と　
き　
8
月
28
日
㈬
～
10
月
9
日
㈬

　
隔
週
1
回

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
・
菊
池

広
域
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
人

料　
金　
千
円
（
検
査
料
込
み
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
ま
た
は
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合　

　
☎（
38
）２
８
２
０

「
い
き
い
き
養
生
塾
～
血
糖・
脂
質

改
善
セ
ミ
ナ
ー
～
」参
加
者
募
集

「
い
き
い
き
健
康
吹
き
矢
」

参
加
者
募
集

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
・
性

別
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て

　
西
日
本
唯
一
の
２
千
㍍
Ｂ
級
公
認
コ
ー

ス
の
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
で
開
催
。

と　
き　
9
月
1
日
㈰

　
競
技
開
始　
午
前
９
時
45
分

と
こ
ろ　
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈬

そ
の
他　
男
女
上
位
そ
れ
ぞ
れ
1
チ
ー
ム

（
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
人
）
は
、
9
月
28
日
㈯
・
29

日
㈰
に
大
分
県
日
田
市
で
開
催
さ
れ
る
、

第
28
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

へ
市
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

第
20
回
菊
池
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ

大
会
参
加
者
募
集

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け

る
旧
主
要
戦
域
や
、
遺
骨
収
集
が
困
難
な

海
上
で
の
戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
と
し

て
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
実
施
地
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加

遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪

申
込
方
法　
県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

参
加
決
定
者
へ
は
、
国
か
ら

旅
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る
予
定
で
す
。

実施地域名 実施予定時期 募集予定
人員 申込締切日

インド 10月７日㈪～1２日㈯ 15人 7月24日㈬

マリアナ諸島 12月5日㈭～12日㈭ 15人 8月５日㈪

フィリピン 令和2年2月12日㈬～19日㈬ 70人 9月27日㈮

硫黄島（１次） 11月12日㈫～13日㈬ 100人 7月31日㈬

硫黄島（２次） 令和2年2月18日㈫～19日㈬ 100人 10月21日㈪

※ 実施時期などは相手国の都合などにより変更することがあります。
　申込締切日が過ぎた地域は省略しています。

▼実施地域・日程

政
府
主
催

慰
霊
巡
拝
の
実
施
予
定

問
●申
県
社
会
福
祉
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
９
８

職
種
・
採
用
予
定
人
数

❶
消
防　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
人
程
度

❷
救
急
救
命
士　
　
　
　
　
　
２
人
程
度

試
験
内
容
（
第
一
次
試
験
）

　
筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

❶�

平
成
7
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

❷�

平
成
4
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３
年
法

律
第
36
号
）
に
よ
り
救
急
救
命
士
の
免

許
を
取
得
し
て
い
る
人

試
験
日
・
会
場

▼
一
次　
９
月
22
日
㈰

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
上
旬
（
予
定
）

　
菊
池
市
お
よ
び
大
津
町
（
予
定
）

受
付
期
間　
７
月
29
日
㈪
～
８
月
16
日
㈮

※
㈯
㈰
㈷
除
く

申
込
方
法　
申
込
書
は
菊
池
広
域
連
合
消

防
本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
０

Ⓗhttp://w
w
w
.kikuchi-kr.jp/

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
採
用
試
験

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

と　
き　
7
月
13
日
㈯
（
以
降
12
月
ま
で

の
毎
月
第
２
㈯
）　
午
後
３
時
～
５
時

と
こ
ろ　
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
３
７

　
9
月
に
菊
池
市
職
員
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。
募
集
職
種
や
募
集
人
数
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報

き
く
ち
8
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
予
定
期
間　
7
月
下
旬
～
8
月
中
旬

問
●申
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
誰
に
宛
て
る
手
紙
か
（
夫
か

ら
妻
へ
・
妻
か
ら
夫
へ
）
を
明
記
し
、
郵

送
か
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
手
紙
は

専
用
の
応
募
用
紙
、
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
。
絵

手
紙
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
内
▼
絵
手
紙
は
パ

ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
な
い
も
の
に
限

り
ま
す
▼
不
適
切
な
表
現
と
判
断
さ
れ
る

作
品
に
つ
い
て
は
、
選
考
及
び
展
示
を
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
▼
応
募
作

品
の
一
切
の
権
利
は
市
が
持
ち
、
観
光
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
▼
表
彰
式
は
11
月

22
日
㈮
予
定
。
入
賞
者
へ
の
連
絡
を
も
っ

て
結
果
発
表
に
代
え
ま
す
▼
作
品
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
展
示
予
定
▼
入
賞

作
品
の
展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
住
所
（
都

道
府
県
名
・
市
町
村
名
）・
氏
名
を
公
表

し
ま
す

賞
の
内
容

▼
夫
婦
の
手
紙
大
賞　
１
編

　
旅
行
券
（
10
万
円
相
当
）

▼
最
優
秀
賞　
２
編

　
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼
優
秀
賞　
５
編

　
菊
池
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

▼
佳
作　
10
編

　
市
内
共
通
商
品
券
（
２
千
円
分
）

問
●申
菊
池
市
役
所
商
工

観
光
課
内
「
夫
婦
の
手

紙
・
絵
手
紙
」
作
品
募

集
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

菊池市、
米・食味鑑定士協会
公認資格

米のプロがおいしい米の見分け方や炊き方のコツを伝授します。菊池米食味
コンクールなどで審査員もできる資格です。米のことをもっと知って菊池米
の魅力を発信しませんか？

８月24日㈯ 午後１時～4時30分（予定）
［内容］米の構造・品質（講習）、炊飯・加水の方法（講
習）、食味官能審査方法（実食）、実技（炊飯）、米の品種・
形質の違い（講習）、食味の表現の仕方（米の食べ比べ）

【問い合わせ先】
菊池米ブランド推進協議会（農政課ブランド推進室内）
☎（25）7266　○F （25）1123
○M brand@city.kikuchi.lg.jp

※ 今回の資格は一般の消費者を想定していますので、応募多数の場
合は、米の生産をしていない人を優先する場合があります。

※内容は都合により変更する場合があります。

市内在住または在勤・在学で高校生以上の人。受講後
は市が行う菊池米のPR事業（食味コンクールの審査員
や情報発信など）に賛同し、可能な範囲で協力できる人。

30名

中央公民館（菊池市生涯学習センター）

8月5日㈪

米・食味鑑定士協会会長  鈴
すず

木
き

秀
ひで

之
ゆき

さん
㈱イリグチ代表取締役  入

いり

口
ぐち

壽
ひさ

子
こ

さん（米・食味鑑定士）

※ 今回は2,000円を菊池米ブランド推進協議会が負担しま
すので、参加者負担は実質1,000円になります。

3,000円（テキスト・材料費含む。年会費・更新費無料）

電話またはファクスで住所、氏名、年齢、電話番号を連
絡してください。
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　

本
市
出
身
の
有あ
り

田た

佳か

代よ

さ
ん(

劇
団

演
劇「
ち
ひ
ろ‐私
、絵
と
結
婚

す
る
の
」公
演

　
地
下
水
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

７
月
の
内
容

4
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

11
日
㈭　
プ
ー
ル
遊
び

18
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

29
日
㈪　
か
す
ぺ
る
人
形
劇

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

と　
き　
７
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰

と
こ
ろ　
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
（
大
分
県
日
田

市
上
津
江
町
上
野
田
1
1
1
2
‐
8
）

入
場
料　
4
千
円

※
市
内
在
住
の
人
は
3
5
0
0
円
。
市

　
内
在
住
の
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
1
人

　
に
は
無
料
券
を
配
布
。
市
内
在
住
特
典

　
は
菊
池
観
光
物
産
館
で
取
り
扱
い
ま
す
。

問
●申
㈱
オ
ー
ト
ポ
リ
ス

　
☎
0
9
7
3（
55
）1
1
1
1�

ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス

ｉｎ
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
開
催

相
談

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
❶
８
月
20
日
㈫　
午
前
11
時
30

分
～
、
午
後
３
時
～
❷
８
月
21
日
㈬
　
午

後
３
時
～

と
こ
ろ　
県
立
劇
場（
熊
本
市
中
央
区
大

江
２
丁
目
７-

１
）　

演
劇「
め
に
み
え
な
い 

み
み
に

し
た
い
」公
演

と　
き　
７
月
28
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
斑
蛇
口
湖
一
帯

内　
容　
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
プ
ー
ル
、
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
、
ダ
ム
の
お
な
か
探
検
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
斑
蛇
口
湖
活
性
化
推
進
協
議
会
事
務
局

（
土
木
課
管
理
係
内
）　

　
☎（
25
）７
２
４
１

竜
門
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ

と　
き　
７
月
25
日
㈭
～
31
日
㈬

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
造
設
者
）
の
人
お
よ
び
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工
肛
門
な
ど

の
手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に
つ
い
て
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

と　
き　
７
月
20
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
山

鹿
市
山
鹿
５
１
１
番
地
）

問
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本

県
支
部　
☎
０
９
６（
２
０
６
）３
３
３
０

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま

す
※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
７
月
24
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

定
期
救
命
講
習（
普
通・上
級
）

定
期
普
通
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
7
月
18
日
㈭　
西
消
防
署

・
8
月
21
日
㈬　
北
消
防
署

・
9
月
19
日
㈭　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

定
期
上
級
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
９
月
９
日
㈪　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
定
員
は
30
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

イ
ベ
ン
ト

と　
き　
７
月
27
日
㈯　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
下

坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

対　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
20
組
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
参
加
者
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申（
公
財
）熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団　

　
☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

ス
ジ
エ
ビ
釣
り
体
験
開
催

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
付

け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
７
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階
相
談
室
22　

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

き
く
ち
楽
習
大
学「
日
本
遺
産

と
金か

な

栗く
り

四し

三そ
う

を
学
ぶ
」

　
菊
池
市
や
周
辺
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
8
月
1
日
㈭
（
雨
天
決
行
）

　
午
前
９
時（
受
付
）～
午
後
4
時　

集
合
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前

内　
容　
日
本
遺
産
や
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
を
巡
り
ま
す　
　

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
含
む
）
※
実
施
日
前
日
以
降

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
千
円

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
下
の
参
加
者
は
、
保
護
者
同

　
伴
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

申
込
方
法　
事
務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
、
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
7
月
25
日
㈭
必
着

旅
行
企
画
・
実
施　
九
州
セ
ブ
ン
観
光

韓
国
友
好
都
市
へ
の
市
民
交
流

団
員
を
募
集
し
ま
す

　
友
好
都
市
で
あ
る
韓
国
金キ
ム
堤ジ
ェ
市
と
清
チ
ョ
ン
州ジ
ュ

市
へ
派
遣
す
る
市
民
交
流
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
韓
国
の
文

化
や
歴
史
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
９
月
26
日
㈭
～
30
日
㈪

内　
容　
金
堤
市
地
平
線
ま
つ
り
、
清
州

市
大
清
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
参
加
や
文

化
・
歴
史
交
流
な
ど

条　
件　
▼
満
20
歳
以
上
の
菊
池
市
民
▼

菊
池
国
際
交
流
協
会
へ
の
入
会
。
詳
し
い

募
集
条
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
7
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
事
務
局
で
参
加
者

　
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　
事
務
局
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
募
集
条
件
を
確
認

の
う
え
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
7
月
31
日
㈬
必
着

そ
の
他　

派
遣
地
域
の
情
勢
に
よ
っ
て

は
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
菊
池
国
際
交
流
協
会（
市
長
公
室
広

報
交
流
係
内
）　
☎（
25
）７
２
５
２

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
広
報
交
流
係
内
）

　
☎（
25
）７
２
５
２　
Ⓕ（
25
）１
１
１
３

　
環
境
省
で
は
、
住
み
よ
い
か
お
り
環
境

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

入
場
料　
一
般
2
千
円（
４
歳
～
高
校
生�

千
円
、
障
が
い
な
ど
が
あ
る
人
は
千
円
）

（
全
席
指
定
）

※
障
が
い
者
等
割
引
は
県
立
劇
場
の
み
の

　
取
り
扱
い

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　
県
立
劇
場
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
な
ど

問
●申
県
立
劇
場　

　
☎
０
９
６（
３
６
３
）２
２
３
３

と　
き　
７
月
23
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

「
前
進
座
」
所
属)

が
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

を
演
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き　
10
月
13
日
㈰　
午
後
３
時
～　

と
こ
ろ　
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル　

販
売
開
始
日　
7
月
14
日
㈰

入
場
料　
一
般
３
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
千
円（
全
席
指
定
）

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　
市
文
化
会
館
、
市
内

各
公
民
館
ほ
か

問
●申
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

と　
き　
8
月
1
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
熊

本
市
中
央
区
城
東
町
４
番
２
号
）

講　
師　
佐さ

藤と
う
寛ひ
ろ
しさ
ん

定　
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�

問
●申（
公
財
）く
ま
も
と
地
下
水
財
団

　
☎
０
９
６（
２
２
７
）６
６
７
８

　
Ⓕ
０
９
６（
２
４
７
）６
６
６
１�

を
創
出
し
よ
う
と
す
る
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、「
か
お
り
の
樹
木
・

草
花
」
な
ど
を
用
い
た
、
街
区
・
近
郊
地

区
な
ど
の
「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
演
出
す
る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
大
気
環
境
課

大
気
生
活
環
境
室

　
☎
03（
3
5
8
6
）7
3
6
1　

と　
き　
７
月
20
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
（
山
鹿

市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

内　
容　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在
校
生

と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど

申
込
期
限　
７
月
17
日
㈬

問
●申
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校　

　
☎（
44
）６
０
９
８

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集
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　毎年恒例の地蔵祭りを開催します。地区の子どもたち
が祭りの準備や箱庭づくりを行い、参拝者を出迎えます。
毎年多くの皆さんに参拝していただき、子どもたちも楽
しい思い出を作っています。皆さんの参拝をお待ちして
います。
と　き　7月20日㈯　午後5時30分～8時
　　　　（少雨決行・雨天中止）
ところ　正観寺地蔵堂
内　容　輪投げ、くじ、かき氷など
問内

う ち

田
だ

　☎0９0（２５１３）６４６９

正観寺地蔵祭り

　30年以上の活動を誇るオランダ出身の「ヨーロピアン
ジャズトリオ」。マーク・ファン・ローンとフランス・ホーヴァ
ンのジャズライブをお届けします。日本の歌謡曲や欧米
のスタンダードナンバーをジャズアレンジした、本物の
音楽に触れ合えるコンサートです。ぜひご来場ください。
と　き　7月5日㈮　午後6時半開場、7時開演
ところ　中央公民館大研修室
入場料　前売2,000円、当日2,500円
　　　　中学生以下は前売、当日ともに1,000円
問●申ブレスト　吉

よ し

田
だ

　☎0９0（１７０６）00６１

「ヨーロピアンジャズトリオ」
メンバージャズライブ

　空き家の管理でお困りの人や、これから自宅や実家が
空き家になりそうな人へ、事前の対策で今からできる解
決策を紹介します。
と　き　7月20日㈯　午前10時～正午
ところ　中央公民館視聴覚室
参加費　無料
申込方法　電話（「空き家セミ
ナー予約」とお伝えください）
問●申コーエイ株式会社　岩

い わ

下
し た

　☎0968（２３）７１００

第 6 回　空き家対策セミナー

　今年もやながわ夏まつりを開催します！夜店や抽選会
のほか、ステージではヒーローショーやきくちくん、英太郎、
安井まさじさんによるトークショーなど盛りだくさんの内
容です。皆さんの来場をお待ちしています。

と　き　7月20日㈯　午後6時～
　　　　子ども向けイベントは午後5時～
ところ　九州柳河精機㈱グラウンド（旭志川辺1106-1）

問九州柳河精機㈱九
きゅう

柳
りゅう

会
か い

　上
う え

田
だ

　☎0９６８（３７）3151

やながわ夏まつりを開催します！

　昨年の夏にある写真雑誌の企画で集まった、泗水町の
松
ま つ

村
む ら

洋
よ う

一
い ち

さんら県内の5人の風景写真家が撮った菊池
渓谷の写真を展示します。ぜひお越しください。
と　き　7月2日㈫～14日㈰
※8日㈪は店休日　
午前9時～午後5時（最終日は
午後3時まで）
ところ　カフェギャラリーチ
ムチム（隈府1298）
問カフェギャラリーチムチム 久

く

米
め

 ☎0968（２４）３８３３

「菊池渓谷を愛する仲間たち」写真展

　七城町西郷地区は、菊池一族の末えいと考えられてい
る、西郷隆盛の祖先発祥の地とされています。幕府から
逃れるため、「菊池源吾」と名乗っていた歴史的なつなが
りを一緒に学びませんか。
　年4回の勉強会や視察研修などを予定しています。興
味のある人の申し込みをお待ちしています。

年会費　3,000円/人
問●申菊池源吾に学ぶ会　園

そ の

木
き

　☎090（3414）9358

「菊池源吾に学ぶ会」会員募集

　泉谷しげるが菊池市でライブを開催！正真正銘、全力
のパフォーマンスを体感してください。入場無料！
※ライブへの入場には入場券が必要です。全席指定。

と　き　８月９日㈮　午後６時30分開場、7時30分開演
ところ　市文化会館大ホール
入場券配布場所　市文化会館入口
※当日午後３時から配布開始（先着600人）　
問泉谷しげる全力フリーライブ in 菊池事務局　岩

い わ

根
ね

　
　☎０９０（７４７８）８４０７

阿蘇ロックフェスティバル Presents　
泉
い ず み

谷
や

しげる全力フリーライブ in 菊池
　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。多
数の申し込みをお待ちしています。お店へのお問い合わ
せはご遠慮ください。

と　き　7月28日㈰  午後2時～
ところ　カフェ凛ダイニング(隈府861番地1)
参加費　飲食した分を直接お店に払ってください
※ 参加人数が少ない場合は、婚活パーティーを開催でき

ないことがあります。お問い合わせは中
な か

尾
お

まで。
問●申中

なか　お

尾　☎080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか?

市民の広場
※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください。

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください。

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

申込フォーム

⇒

　市内の農畜産物を活用した高品質な加工品
の生産、ブランド化を進めるための施設「菊池ま
るごと市場加工場」が6月1日に完成しました。
今後、４つの物産館が共同で運営していきます。
問い合わせ先　農政課 ☎ 0968（25）7221

加工場前でテープカット

市の特産品を使った加工品

加工場建設の目的
　市では４つの物産館が、地域の特性に合わせた農
産物の加工・販売を手掛け、各物産館やインターネッ
トショップ「菊池まるごと市場」などでＰＲや販売を行っ
ています。市独自の安全基準「菊池基準」に基づい
た安心・安全な農産物を使った加工品は徐々に販売
数が増えてきました。そこで、多くの加工品を製造す
るために、国の助成事業を活用して、４つの物産館が
共同で運営を行う加工場を建設しました。
　現在も、新たな商品が続々と誕生しています。「4
つの物産館の農産物を加工し、物産館やネットショッ

プ「菊池まるごと市場」で販売します。農家のこだわ
りや熱い思いを消費者にアピールし、農家の期待に
応えるものにしていきたい」と㈲七城町特産品セン
ター代表の服

は っ

部
と り

英
え い

治
じ

さんは話しました。　

内覧会も行われました

菊池まるごと市場加工場が
完成しました！

菊池の豊かな農畜産物を魅力ある商品へ！

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

vol.27

ロ
ー
イ
ン
グ
ディ
レ
ク
タ
ー

香か

月つ
き 

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん

23
1

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

ボ
ー
ト
で
目
指
す
日
本
一

世
界
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

現
在
、９
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
中
で
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■コッコファームレガッタ
　７月26日㈮～２８日㈰
■ 全国高等学校総合体

育大会（インターハイ）
　８月1７日㈯～20日㈫

【会場】
斑蛇口湖ボート場

この夏、菊池で開催！

1_日本スポーツ協会公認ボートコーチの資
格を所持 2_菊池高校ボート部でコーチとし
て指導。６月にインターハイの出場を決め、
部員とともに市に報告 3_イタリアでコーチ
ングや造船、メンテナンスの技術を勉強。特
技はボート磨き

　

全
日
本
レ
ベ
ル
の
大
会
で
入
賞
し
た

競
技
者
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、ボ
ー

ト
で
菊
池
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。活
動
拠
点
に
し
て
い
る
龍
門

の
斑
蛇
口
湖
で
は
、８
月
17
日
㈯
か
ら
20

日
㈫
ま
で
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）の
ボ
ー
ト
競
技
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ー
チ
を
務
め
る
菊
池
高
校
ボ
ー
ト

部
は
、６
月
の
熊
本
県
総
体
で
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
の
北き

た

内う
ち

花か

鈴り
ん

さ
ん（
普
通
科
２

年
）・
丸ま

る

岡お
か

有ゆ

希き

さ
ん（
普
通
科
２
年
）ペ

ア
が
準
優
勝
。地
元
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

協
力
隊
に
就
任
し
て
２
年
目
。地
元
の
声

援
を
背
に
感
じ
な
が
ら
指
導
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、日
本
一
に
向
け
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
高
校
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、７
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
に
開

催
さ
れ
る
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー
ム
カ
ッ
プ
レ

ガ
ッ
タ
２
０
１
９
に
は
、西
日
本
各
地
か

ら
約
３
０
０
人
の
競
技
者
が
菊
池
に
集

ま
り
ま
す
。ボ
ー
ト
競
技
の
魅
力
に
触
れ

ら
れ
る
貴
重
な
機
会
。普
段
は
静
か
な
斑

蛇
口
湖
が
、白
熱
し
た
空
気
に
包
ま
れ
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
と
も
に
、ぜ
ひ
応

援
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

旭志中学校

菊池南中学校

結した体育大会団 5月19日

タイヤの奪い合い。体育大会
は大いに盛り上がりました

白熱した戦いが繰り広げられ
た騎馬戦

　体育大会を開催しました。生徒会長や団長をはじ
め、各学年のリーダーを中心に1カ月前から準備を
開始。全校生徒119人が心を一つにして成功に導
きました。当日は朝早くからＰＴＡ会長や保護者も
協力。準備や片付けを含め、スムーズに体育大会
を進行できました。

徒総会で自主自治を実感生６月３日

質問や意見が飛び交い、
自主自治を実感しました

１４の委員会と生徒会が目標を掲げた
「南中魂十五訓」を作成

　全校生徒が参加する生徒総会を開催し、今年度
の活動計画を決めました。生徒会が今年度の学校
のテーマとして「築く」を提案。「自分の役割に気づ
く」、「活気あふれる南中を築く」といった思いが込
められた言葉です。世界中の学校と交流できる「ユ
ネスコスクール」の加盟も提案し、議決されました。

　ホタルを育てる会で活動している隈
く ま

部
べ

昭
あ き

敏
と し

さん（小
原）を講師として招き、環境学習を実施しました。児
童らは隈部さんの話を聞いた後、ホタルの餌であ
る「カワニナ」を観察。ホタルについて学びました。
参加した児童は「ホタルが飛ぶまちになるよう、自
分たちでできることを取り組みたい」と話しました。

６月１０日

カワニナの様子を観察する隈部さんの話に聞き入る児童
たち

タルの秘密を探ろうホ
隈府小学校

　5年生が塩水で米の種子を選定する「塩水選」を
行いました。種もみを一定濃度の塩水に入れ、浮い
たものを取り除き、沈んだものを種子として選択。
苦労を重ねた後に種子が浮くと、児童から歓声が上
がりました。今後は稲作から収穫までの体験を通し、
地域の良さを学ぶ予定です。

６月３日

塩加減を調節して「塩水選」の
体験

地域栽培指導員の話を真剣に
聞きました

本一の七城米で「塩
えん

水
すい

選
せん

」日
七城小学校

　学校応援団として学校の取り組みに参加する地
域住民と児童が顔合わせをする「よろしくお願いし
ますの会」を開催しました。泗水小はコミュニティ・
スクールを導入しており、児童や保護者が主体的に
参加できる取り組みを進めています。参加者は「地
域をもっと好きになってほしい」と児童に話しました。

5月30日

自己紹介と活動を報告する学
校応援団

学校応援団の１つ「赤ペン先生」
がプリントを丸付け

域を誇れる子どもたちに地
泗水小学校

vol.59
【
馬
術
部
】
県
高
校
総
体
、
総
合
優
勝
!!

　

２
年
ぶ
り
24
回
目

　

菊
池
農
業
高
校
を
会
場
に
５
月
31
日
か
ら
３
日
間
、

県
高
校
総
体
の
馬
術
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ス
ピ
ー
ド
＆
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ス
【
１
位
】
篠し

の

塚つ
か

元げ
ん

気き

（
畜
産
科
学
科
３
年
）、【
２
位
】
永な

が

木き

翔し
ょ
う

（
畜
産
科

学
科
２
年
） 
▼
二
段
階
障
害
飛
越
【
１
位
】
永
木
翔

【
３
位
】
田た

の

上う
え

斗と
う

真ま

（
２
年
畜
産
科
学
科
） 

▼
複
合

馬
術
【
１
位
】
田
上
斗
真
、【
２
位
】
篠
塚
元
気 

▼

標
準
障
害
飛
越
【
２
位
】
瀬せ

戸と

託た
く

巳み

（
畜
産
科
学
科

３
年
） 

▼
ト
ッ
プ
ス
コ
ア
【
３
位
】
瀬
戸
託
巳  

▼

小
障
害
飛
越
【
１
位
】
永
木
翔　
　

※
敬
称
略

　

各
競
技
で
多
く
の
生
徒
が
入
賞
し
、
学
校
対
抗
で

は
総
合
優
勝
。
ス
ピ
ー
ド
＆
ハ
ン
デ
ィ
ネ
ス
に
愛
馬

「
菊
酔
号
」
と
出
場
し
た
主
将
の
篠
塚
元
気
さ
ん
は
、

ノ
ー
ミ
ス
で
走
り
き
り
、
昨
年
こ
の
競
技
で
２
位

だ
っ
た
雪
辱
を
果
た
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。「
昨
年

は
総
合
優
勝
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
高
い
意
識
を
も
っ
て
大
会
に
臨

む
こ
と
で
、
今
年
は
個
々
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
総
合
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

篠
塚
元
気
さ
ん
と

加か

藤と
う

真ま

那な

さ
ん
は
、

全
日
本
高
等
学
校
馬

術
選
手
権
大
会
（
北

海
道
）
の
出
場
も
決

定
。
今
後
の
活
躍
も

楽
し
み
で
す
。

市内３高校の魅力を伝えます！

郷土芸能部員 上
うえ

野
の

莉
り

佳
か

さん

総合優勝を果たした馬術部員

ボート部員とコーチら関係者

県高校総体の開会式。雨の中、笑顔で入場行進

【
ボ
ー
ト
部
】 

本
市
で
開
催
さ
れ
る

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
決
定
！

　

ボ
ー
ト
部
は
現
在
３
年
生
１
人
、
２
年
生
５
人
、

計
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
が
ボ
ー
ト
未
経

験
だ
っ
た
た
め
、
大
会
で
は
結
果
が
出
ず
、
悔
し
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
５
月
に
班
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
で
行

わ
れ
た
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
会

で
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
、
見
事
２
位
と
３
位
に

入
賞
。
昨
年
度
に
続
き
、
６
月
に
長
崎
市
で
行
わ
れ

た
全
九
州
高
等
学
校
ボ
ー
ト
競
技
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
徐
々
に
ボ
ー
ト
部
と
し
て
活

躍
し
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
本
市
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

も
決
定
。
地
元
開
催
の
大
会
で
よ
り
良
い
結
果
が
出

せ
る
よ
う
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
地
道
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
剣
道
部
】
県
高
校
総
体
、 

女
子
個
人
３
位

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
決
定
！

　

剣
道
部
の
上う

え

野の

莉り

佳か

さ
ん
（
普
通
科
３
年
）
が
、

県
高
校
総
体
の
剣
道
女
子
個
人
で
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
７
月
の
九
州
大
会
と
８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
ま
す
。
上
野
さ
ん
は
「
自
分
自
身
を
信
じ
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
挑
み
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

【
郷
土
芸
能
部
】

　
横よ

こ

井い

小し
ょ
う

楠な
ん

を
テ
ー
マ
に
し
た
構
成
吟
を
披
露

　

県
の
高
校
総
合
文
化
祭
で
横
井
小
楠
を
テ
ー
マ

に
し
た
構
成
吟
を
演
じ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治

へ
と
激
動
す
る
時
代
の
中
で
、
近
代
国
家
建
設
の

た
め
に
奔
走
し
た
小
楠
の
生
涯
を
、
小
楠
自
身
が

詠
ん
だ
漢
詩
で
た
ど
り
ま
し
た
。
佐
賀
県
で
今
月

行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し

ま
す
。

　　部活動に励む生徒
の姿や練習の成果を、３
校まとめてお伝えします。

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

左から丸
まる

岡
おか

有
ゆ

希
き

さん（普
通科２年）、北

きた
内
うち

花
か

鈴
りん

さん
（普通科2年）、青

あお
木
き

結
ゆう

菜
な

さん（商業科２年）、三
みつ

井
い

菜
な

々
な

香
か

さん（商業科２年）
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　九州テイ・エス㈱さくらまつりが会社敷地内で開催されま
した。４年目を迎える今年は、自社技術を用いた製品の紹介
や菊池女子高校による「きくち女子舞」「バトン」の披露、キッ
チンカーでの販売などがあり、多くの人でにぎわいました。

１_従業員の家族や地域の皆さんに会社を紹介 2_キャラクターすく
いやボールプールに夢中の子どもたち

満開の桜の中で地域とふれあい
３月３０日、３１日　さくら見に来なっせ！！２０１９

　酒類業の健全な発達に資することを目的に熊本国税局が
毎年開催している鑑評会で、㈱美少年が清酒部門の優等賞
を受賞しました。千

せん

堂
どう

敬
けい

一
いち

郎
ろう

社長は「今回の受賞を励みによ
り一層、おいしいお酒造りに励みます」と語りました。

左から、製造の水
みず

上
かみ

完
かん

三
さぶ

郎
ろう

さん（姫井）、杜氏の藤
ふじ

江
え

勇
ゆう

輔
すけ

さん（片角）

㈱美少年が優等賞を受賞！
４月１６日　熊本国税局平成31年酒類鑑評会

　日本の伝統話芸の普及と震災後の熊本の応援を目的に、
中央公民館で「落語講談伝統話芸を聴く会」を開催。講談師
宝
たから

井
い

琴
きん

調
ちょう

先生の名調子と、落語家の桂
かつら

藤
とう

兵
べ

衛
え

師匠による人
情あふれる話芸で、会場は笑いに包まれました。

宝井先生（中央㊨）や桂師匠（中央㊧）と集合写真を撮る参加者の皆
さん

話して笑って、伝統話芸を楽しんで
４月１４日　キクロス寄席

　菊池一族のもとで活躍した「延寿鍛冶」の作品の展示会が、
３月23日から５月12日まで菊池神社で開催されました。４
月14日には刀剣勉強会を実施。専門家による刀の解説や銘
打ちなど、貴重な体験に多くの人が列を作りました。

本物の刀を持ち、真剣な表情の来場者

刀に触れて、歴史に触れる
４月１４日　第３回菊池一族と延

えん
寿
じゅ

鍛
か

冶
じ

展

　阿蘇や久住の山々を駆け抜けるツーリングイベント「チェ
ント・ミリアかみつえ」が行われました。チェックポイントの市
民広場には往年の名車が集結。飲食物や記念品を振る舞わ
れたドライバーは、ひとときの休憩を楽しんでいました。

ずらりと並ぶ国内外の名車。あいにくの雨模様でしたが、カメラ片手
に記念撮影する人も多く、にぎわいを見せました

世界の名車が菊池に大集合
４月１４日　第１９回チェント・ミリアかみつえ

　中央図書館の来館者数が20万人を突破し、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長
が認定証と記念品を贈呈しました。20万人目の来館者は奄
美大島から本市へ移住した福

ふ く

島
し ま

寛
ひ ろ

行
ゆ き

さん（大琳寺）親子。福
島さんは「この偶然に縁を感じます」と笑顔を見せました。

記念品を持つ福島さんとお子さんの凰
こう

ちゃん、羽
は

月
づき

ちゃん

来場者数20万人突破!
4月21日　中央図書館

４月１２日　菊池高校演劇部

　菊池高校演劇部が、新入生勧誘のため劇を披露しました。
2月ごろから本市七城町出身で劇団ゼーロンの会代表の上

う え

村
む ら

清
き よ

彦
ひ こ

さんが指導。周辺住民にも観劇を呼びかけ、約30人
の前で熱演。今後の演劇部のさらなる飛躍が期待されます。

上村さん（２列目中央）と演劇部員、関係者の皆さん。部員は「今後
もいろんなところで劇を披露したい」と語りました

熱のこもった演技で観客を魅了
　故有

あ り

田
た

義
よ し

行
ゆ き

さん（永）が正六位を受章し、報告のため遺族
の皆さんが市役所を訪れました。有田さんは昭和57年から
平成10年まで４期16年にわたり旧泗水町の町長を務め、町
政の発展に貢献しました。

左から有田義
よし

隆
たか

さん（長男）、イツ子
こ

さん（妻）、恵
え

美
み

子
こ

さん（長男妻）

地方自治の振興発展に寄与
４月４日　叙位・叙勲

　「鯉の滝のぼり」を祝う会が菊池さくら保育園で開催され
ました。菊池教育会（木

き

原
はら

昭
しょう

三
ぞう

会長）が企画し、今年で７回目。
雨天のため室内での開催でしたが、園児の元気な声が部屋
中に響き渡りました。

参加者全員で子どもの健やかな成長を願いました

健やかな成長を願って
4月24日　菊池教育会

　「西部の森きくち」第10回植樹祭が行われ、九州管内の
西部電気工業㈱の社員や家族など約290人が参加しました。
旭志の市有林にヤマザクラなど1,250本の植樹を実施。植
樹後は、シイタケの植菌作業や木工教室を体験しました。

平成22年4月から森づくり協定を結び活動に取り組んでいます。植
樹祭には子どもから大人まで大勢の人が参加しました

企業と地域と行政の森づくり
4月20日　「西部の森きくち」第10回植樹祭

　地域交流を深めようと、堀
ほり

江
え

清
せい

次
じ

郎
ろう

さんがわた菓子を園
児に振る舞いました。魅力的な地域や保育園になれば、そ
の地域に人々が根付いてくれるのではないかと堀江さんが
企画。園児たちはおいしそうにわた菓子を食べていました。

園児からは「楽しかった」「おいしかった」といった元気な声が飛び交
いました

わた菓子で地域交流！
４月１８日　菊之池保育園

　坂
さ か

本
も と

翔
と

和
わ

さん（泗水中2年・永）が「いじめ防止標語コンテ
スト」で全国賞を受賞しました。笑顔あふれる学校作りの推
進や貢献を目的に開催されており今年で12回目。坂本さん
は「いじめをなくすために貢献できてうれしい」と話しました。

賞状を持つ坂本さん（中央）と関係者の皆さん

いじめのない世界のために
3月29日　第12回「いじめ防止標語コンテスト」

1 2
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.63

◆
平
安
時
代
以
来
24
代
４
５
０
年
間
に
わ
た
り
、

九
州
随
一
の
豪
族
と
し
て
歴
史
に
名
を
刻
ん
で
き

た
菊
池
一
族
。
中
で
も
14
世
紀
半
ば
の
南
北
朝
の

戦
乱
期
に
は
、
15
代
菊
池
武
光
が
征せ

い

西せ
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

懐か
ね

良な
が

親し
ん

王の
う

を
擁
し
て
九
州
の
大
半
を
制
圧
し
、
征
西
府

を
治
め
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
一
族
の
天

下
分
け
目
と
な
っ
た
筑
後
川
の
戦
い
は
、
関
ヶ
原

の
戦
い
・
川
中
島
の
戦
い
に
次
ぐ
日
本
三
大
合
戦

に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
◆
今
年
は
こ
の
一
族
の

ヒ
ー
ロ
ー
、
菊
池
武
光
の
生
誕
７
０
０
周
年
・
筑

後
川
の
戦
い
６
６
０
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
に
照
準
を
合
わ
せ
本
年
４
月
、
市
役

所
に
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
を
新
設
し
ま

し
た
。
一
族
の
歴
史
や
文
化
を
通
じ
て
菊
池
フ
ァ

ン
を
作
り
出
し
、
観
光
や
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
げ

る
狙
い
で
す
。
◆
現
在
、
史
跡
や
歴
史
文
物
の
点

在
す
る
福
岡
県
内
の
自
治
体
と
連
携
し
て
「
菊
池

一
族
歴
史
街
道
」
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た

全
国
の
「
菊
池(

地)

さ
ん
」
を
お
客
様
と
し
て

取
り
込
む
運
動
も
展
開
し
ま
す
。
こ
う
し
た
菊
池

フ
ァ
ン
は
一
過
性
で
は
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー(

固

定
客)

と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
◆
７
月

初
旬
の
博
多
祗
園
山
笠
で
は
武
光
と
懐
良
親
王
が

モ
デ
ル
の
飾
り
山
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
７
月

半
ば
よ
り
熊
本
県
立
美
術
館
で
菊
池
一
族
を
主
題

に
し
た
特
別
展
が
始
ま
り
、
同
時
期
に
九
州
国
立

博
物
館
で
室
町
幕
府
展
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
こ

の
夏
は
九
州
各
地
に
菊
池
一
族
が
「
出
没
」
し
ま

す
。
今
の
菊
池
が
あ
る
の
は
、
一
族
が
命
を
懸
け

て
郷
土
を
守
り
抜
い
た
お
か
げ
。
７
０
０
年
後
の

今
、
私
た
ち
が
歴
史
を
活
か
し
て
菊
池
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
一
番
の
恩
返
し
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

700年後の恩返し

7月28日
㈰

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

かたやま内科・漢方クリニック（内・漢内・糖）合志市 096（273）6960

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

８月4日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

みよし歯科クリニック 合志市 096（242）1515

８月11日
㈰㈷

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

菊池中央病院（外） 菊池市 096（25）3141

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

8月12日
㈪(振休）

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

7月7日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25)2047

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

7月14日
㈰

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

荒木歯科医院 菊池市 0968（25）1478

7月15日
㈪㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

岩倉整形外科内科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

7月21日
㈰

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096（348）6305

熊本セントラル病院（整） 大津町 096（293）0555

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

Ｙ’S歯科 大津町 096（294）8118

休日在宅当番医

※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医
師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００
でご確認ください。

幸
ゆき

恵
え

夏
なつ

妃
き

ちゃん（○菊 大琳寺） 片
かた

山
やま

乙
おと

愛
あ

ちゃん（○菊 下西寺）
3歳 H28年7月11日生まれ 2歳 H29年7月26日生まれ

横
よこ

山
やま

凜
りん

香
か

ちゃん（○菊 切明） 岡
おか

本
もと

咲
えみ

李
り

ちゃん（○菊 亘）
3歳 H28年7月4日生まれ 2歳 H29年7月13日生まれ

大
おお

野
の

　玖
ひさ

ちゃん（○菊 北宮） 石
いし

川
かわ

智
とも

葵
き

ちゃん（○泗 富の原中央）

2歳 H29年7月30日生まれ 1歳 H30年7月11日生まれ
川
かわ

越
ごえ

ちひろちゃん（○泗 田島団地） 染
そめ

原
はら

望
も

愛
え

ちゃん（○菊 太田）
3歳 H28年7月6日生まれ 2歳 H29年7月9日生まれ

秋
あき

月
づき

那
な

菜
な

ちゃん（○菊 上町）
1歳 H30年7月7日生まれ

松
まつ

岡
おか

星
ひか

里
り

ちゃん（○菊 野間口）
3歳 H28年7月1日生まれ

本
ほん

田
だ

愛
まな

美
み

ちゃん（○七 七城田中）

3歳 H28年7月10日生まれ
池
いけ

上
がみ

昇
しょう

利
り

ちゃん（○菊 亘）
2歳 H29年7月12日生まれ

青
あお

木
き

信
のぶ

親
ちか

ちゃん（○泗 北住吉）

1歳 H30年7月12日生まれ
福
ふく

田
だ

琉
りゅう

真
しん

ちゃん（○菊 東原）
2歳 H29年7月12日生まれ

清
し

水
みず

夏
なつ

未
み

ちゃん（○旭 大迫）
2歳 H29年7月4日生まれ

園
その

木
き

聖
まさ

之
ゆき

ちゃん（○泗 猪の目）
1歳 H30年7月29日生まれ

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。

施設から一言
 　園庭や園舎が広いので、
一人一人がのびのびと元気
に過ごしています。子ども
たちと職員の笑顔が溢れて
いる保育園。お気軽にお立
ち寄りください。

菊池幼楽園
隈府４４３番地２
☎0968（25）3035

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

午前9時～午後4時 ※㈯㈰㈷除く

おむつ交換の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間

利用内容

松
まつ

本
もと

星
せ

那
な

ちゃん（○菊 大琳寺） 松
まつ

本
もと

莉
り

心
こ

ちゃん（○菊 大琳寺）
3歳 H28年7月5日生まれ 1歳 H30年7月7日生まれ

申込期限　８月９日㈮　　募集人数　先着24人
申込方法　市長公室または各支所の広報担当まで申し
込んでください。ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

専用フォーム

令和元年８月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
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